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今回は04，15，34，36，48，"，52，56，63，にあたる文献

はありません。

01単行本

青木純一「結核の社会史一国民病対策の組織化と結核患者の

実像を追って－」御茶の水書房

荒井保男「ドクトル・シモンズ横浜医学の源流を求めて」



山崎智「白き貝殻日本海軍歯科薔科士官の歴史」家本誠一『素間訳注第7冊』

家本誠一「素間訳注第8冊』

大石杉乃「バージニア・オルソン物語一日本の看護のために

生きたアメリカ人女性一」原書房

片桐一男『平成蘭学事始江戸・長崎の日蘭交流史話」智書

房

栗山茂久、北澤一利編著「近代日本の身体感覚」青弓社

埼玉県総合政策部文化振興課「埼玉の偉人たち郷土の偉人

を学ぼう」

酒井シヅ『すらすら読める蘭学事始j講談社

篠田達明「病気が変えた日本の歴史』日本放送出版協会

舘野正美「吉益東洞「古書医言」の研究－その書誌と医学思

想一』汲古書院

寺畑喜朔「絵葉書で辿る日本近代医学史」思文閣出版

日本薬史学会「日本薬史学会50年史」

浜松市「浜松市史新編史料編三」

前田久美江｢現代医療の原典を探る－100年前の雑誌「医談」

から－』思文閣出版

水谷顯一、水谷惟紗久「聖書は動物をどう訳してきたか日

本語訳聖書に見る動物名称の変遷」キリスト新聞社

山形県医師会「社団法人山形県医師会史」

山口拓史「岡崎高等師範学校一新制名古屋大学の包括学校③

－』名古屋大学大学史資料室

02医学切手・書画

医学の郵便印を求めて1-3」池田征一郎『STETHOSCOPE」

(175176,178)26,37,610

｢看護師養成をしている赤十字・赤新月社一覧」小野公義

「STETHOSCOPE｣(177)14

｢赤十字マークとしての緑十字、白十字、黄十字」小野公義

「STETHOSCOPE｣(176)8

｢切手．医学史をちこち2O楠本いね没後100年」金山知新

「STETHOSCOPEj(176)l1

｢切手・医学史をちこち21小川正子没後60年」金山知新

「STETHOSCOPE｣(176)12

｢切手・医学史をちこち25合猿奇猿」金山知新「医学のあゆ

み」208(4)211

｢切手・医学史をちこち26日露戦争l帥年」金山知新『医学

のあゆみ」208(9)757

｢切手・医学史をちこち27ライシヤワー事件40年」金山知

新「医学のあゆみ」208(13)1057

｢切手・医学史をちこち31『藝用解剖學」100年」金山知新

「医学のあゆみ」210(4)282

｢切手・医学史をちこち32ペリー来航150年」金山知新「医

学のあゆみ」210(9)763
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》 ｢切手・医学史をちこち33プチヤーチン来航150年」金山知

新「医学のあゆみ』210(13)1M4

｢切手・医学史をちこち34華岡青ｻﾄ|乳巖手術200年」金山知

新「医学のあゆみj211(4)321

｢切手・医学史をちこち35-36近藤博士の肖像画(1-2)」金山

知新「医学のあゆみ」211(9,12.13)M4,1139

｢日本とマルタ」河部康男「STETHOSCOPEj(175)7-15

｢外国の古本屋で古書や絵を漁る」小林英司「ミクロスコピ

ア』21(4)312-314

｢さまざまな護符「はしか絵｣」酒井シヅ『CLINICIANj

（526）3－6

｢我夢中人切手になった薬用植物」谷覺「大塚薬報」30

（伽）33-37

｢日本における医学映画の淵源（抄)」寺畑喜朔「日本医史学

雑誌』50(1)9697

｢切手で医学散歩く289-336>」金山知新「MedicalTribune」

37(1.53)

｢武生市常光寺蔵の山脇東洋肖像画幅について（抄)」長門谷

洋治、寺畑喜朔「医證』（98）64-65

｢スイカ（西瓜)」中村實郎「STETHOSCOPE｣(177)9-13

｢ルルドの泉－3つの軌跡・医学的には－」中村實郎

「STETHOSCOPE｣(178)3-5

｢｢他者」の視点で見る「病草紙」（その3）（抄)」西巻明彦、

屋代正幸『日本歯科医史学會々 誌』25(4)199

｢ハンガリーの聖エリザベス」平瀬光宏『STETHOSCOPE」

(178)11-15

｢武生市常光寺蔵の山脇東洋肖像画幅について追加資料

（抄)」森納『医證」（98）65

｢シユヴアイツアー切手リスト(1955～2003)」山之内夘一

「STETHOSCOPE｣(177)38（
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冨
）
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03医学教育

｢臨床教育の現場助産師世界の助産教育良い出産ケア

を求める女性の声に応え得る助産師養成とは」大石時子

「助産雑誌」58（3）236

｢歴史の足跡北海道医学教育史年表(1-6)」小竹英夫「北

海道医報」(1030-1035)14-15!22-23.20-21,28-29,14-15,

16-17

｢旧制高校理科（乙）および旧制医科大学予科における語学

教育、リベラルアーッと現在（抄)」柴田幸雄「日本医史

学雑誌」50(1)8889

｢寛政申寅考試書類三種－その’～その3」戸出一郎、町泉

寿郎「日本医史学雑誌」50(2-4)291-302,428-448,617-

627

｢近代医学教育の夜明け第4話江戸西洋医学所の起源」

深獺泰旦「新薬と治療」54(2)31-33



の演題分析を中心として（抄)」堀口俊一「産業衛生学雑

誌』46（4）122

｢黎明期における日本歯科医学会史日本歯科医学会沿革概

要（大正12年3月刊）より（抄)」山口秀紀、渋谷鉱、

谷津三雄「日本歯科医師会雑誌」57(4)420

｢日本神経心理学会の歩み回顧と展望」山鳥重「神経心理

学』20(3)157-163

｢近代医学教育の夜明け第5話その後の西洋医学所」深

瀬泰旦「新薬と治療』54（4）33-35

｢近代医学教育の夜明け第6話お玉ヶ池種痘所と漢蘭折

衷医」深瀬泰旦「新薬と治療』54（6）33-37

｢医学館の軌跡一考証医学の拠点形成をめぐって」町泉寿郎

「杏雨」（7）35-927
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05医師会・学会

｢汎太平洋外科学会(PPSA)－日本支部の歴史(HistOryof

PPSAJapanChapter)(英語)｣WadajuroJerry「薬理と

臨床』14(1)57-59

｢広島原爆投下時の県並びに市医師会長の活動について

（抄)」江川義雄「日本医史学雑誌」50(1)M)-91

｢GHQ占領期における医師会の設立・加入体制の構築経緯」

神里（所）彩子「日本医史学雑誌』50（2）243-274

｢日本口腔科学会の生いたち」佐々木元賢「臨淋と研究」81

（3）青ページ5-6

｢乳幼児身体発育値の変遷と日本小児保健学会の歩み」高石

昌弘『小児保健研究』63（増刊）3037

｢日本病院薬斉l1師会創立50周年日本病院薬斉ll師会の歴史

激動の1998年」平野公晟『JournalofJapaneseSociety

ofHospitalPharmacists｣40(12)1535-1536

｢労働衛生史研究会の歩みと今後の課題（第1回）第50回

06医史学一般

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る84わが国の近

代臨床疫学の礎・麦飯男爵高木兼寛先生は多才の士」縣俊

彦「日医ニユース」(1024)4

｢｢健康文化事始」関西エリアの先駆者達」新井節男「スポー

ツ科学・健康科学研究」(7)l

｢江戸の生活と働く人江戸で働く江戸の医者」石川英輔

「働く人の安全と健康」55(10)988-989

｢アレルギー学と免疫学の関わI)歴史的背景と将来の展望

（抄)」石坂公成「アレルギー」53（8-9）768

｢アルコールと生活習慣病日本人とお酒の歴史」石光敏行

「成人病と生活習慣病』34(11)140314"

｢不易流行ホルモン研究の今昔」井村裕夫『Molecular

Medicine｣41(2)240242

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る86輸液の歴
め
ぬ
一



史」岡田正「日医ニュース』(1027)4

｢老人医学は人類にプラスになったか老人医学の歴史と展

望」折茂肇『日本老人医学会雑誌』41(6)629-632

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る81わが国にお

ける食品衛生化学の発展」貝獺利一「日医ニュース」

(1018)4

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る79MRIの歴

史…画像診'折の革命児、大いなる可能性を秘めて」片山仁

「日医ニュース」(1016)4

｢若き小児神経科医へのメッセージノーベル賞の歴史に学

ぶ」鴨下重彦「脳と発達』36(2)1M'113

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る88第3のがん

治療」木村修治「日医ニュース』(1029)4

｢医史百年20世紀の医学・医療をふし)返る82経腸栄養の

昔」木村信良「日医ニュース」(1021)4

｢"健康ことわざ，，を診'折すれば…②3つ子の魂百まで」久

保千春「きようの健康」(194)49

｢"健康ことわざ”を診'折すれば…③笑う門には福来たる」

久保千春『きようの健康」(1%)53

｢『日本書紀」の中の身体に関わる表現（抄)」計良吉則「日

本医史学雑誌」50(1)156-157

｢医学こぼれ話⑩屠蘇」酒井シヅ『きようの健康」（190）80

｢医学こぼれ話⑪－⑫西洋医学への扉「解体新書」（その一一

》
ぬ
》 二)」酒井シヅ「きようの健康』(191.192)133,85

｢医学こぼれ話⑬お産の話」酒井シヅ「きょうの健康」(193)
67

｢医学こぼれ話⑭菖蒲湯」酒井シヅ「きょうの健康」(194)
67

｢医学こぼれ話⑮庖瘡の流行」酒井シヅ「きょうの健康」
(195)67

｢医学こぼれ話⑯麻疹の流行」酒井シヅ「きょうの健康」
(1%)67

｢医学こぼれ話⑰痛のはなし」酒井シヅ「きょうの健康」
(197)67

｢医学こぼれ話⑱導引の話」酒井シヅ「きょうの健康」(198)
107

｢医学こぼれ話⑲脈診のはなし」酒井シヅ「きょうの健康」
(199)59

｢医学こぼれ話⑳神農祭」酒井シヅ「きょうの健康」(200)
75

｢医学こぼれ話⑳厄払い」酒井シヅ「きょうの健康」(201)
71

｢江戸の病とくすり文化」酒井シヅ『かていや〈』（75）4－6

｢江戸の患い．現代の病No.l「油気」と「痛｣」酒井シヅ

「ヘルシスト」28(2)14-15

｢江戸の患い・現代の病No.2脚気」酒井シヅ「ヘルシスト」
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篠田達明「GPnetj51(8)7071

｢医療史回遊紀行聖徳太子夫妻を発した古代の疫病」篠田

達明「GPnetj51(9)7071

｢医療史回遊紀行幕末のブラックジャック松本良順」篠田

達明「GPnet｣50(11)74-75

｢医療史回遊紀行福沢諭吉が九死に一生を得た腸チフス」

篠田達明「GPnet｣50(12)74-75

｢医療史回り舞台芭蕉を悩ませた持病」篠田達明「整形・

災害外科』47(1)77

｢医療史回り舞台「李陵』の作家中島敦の喘息発作」篠田達

明『整形・災害外科j47(2)181

｢医療史回り舞台新選組局長近藤勇の神経性胃炎」篠田達

明「整形・災害外科」47（3）275

｢医療史回り舞台“伊達騒動”の起因を解明した整形外科医

の快挙」篠田達明『整形・災害外科』47（4）386

｢医療史回り舞台リンカーンのマルフアン症候群・後日證」

篠田達明「整形・災害外科j47(6)778

｢医療史回り舞台慶長遣欧使節支倉常長の運命」篠田達明

『整形・災害外科」47（8）992

｢医療史回り舞台アルツハイマー病を発見したアルツハイ

マー博士」篠田達明「整形・災害外科」47(9)1087

｢医療史回り舞台平安時代の白内障手術」篠田達明「整

形・災害外科』47(11)1374

28（3）2829

｢江戸の患い・現代の病No.3麻疹（はしか)」酒井シヅ「ヘ

ルシスト」28（4）32-33

｢江戸の患い・現代の病No.4こころ・はら・あたま」酒井シ

ヅ「ヘルシスト』28(5)2021

｢江戸の患い・現代の病No.5宿と溜飲」酒井シヅ「ヘルシス

ト」28（6）2829

｢宝探しにも似た医学史研究」酒井シヅ、鈴木隆雄「JOINT」

(11)2-5

｢リンパ学研究史瞥見」佐藤裕「臨床外科』59(9)1164-1165

｢医療史回遊紀行産業医の先駆けとなった江戸時代の旅行

家菅江真澄」篠田達明「GPIletj51(1)66"67

｢医療史回遊紀行鎌倉時代の僧医梶原性全が著した医学書

「頓医抄｣」篠田達明「GPnet｣51(2)62-63

｢医療史回遊紀行幕末の西本願寺で行われた新選組の健康

診断」篠田達明『GPnetj51(3)52-53

｢医療史回遊紀行レーガン元大統領に発症したアルツハイ

マー病」篠田達明「GPnet｣51(5)74-75

｢医療史回遊紀行釈迦の浬梁像に見る右側臥位」篠田達明

「GPnetj51(6)72-73

｢医療史回遊紀行太閤秀吉の臨終を看取った侍医団」篠田

達明「GPnetj51(7)72-73

｢医療史回遊紀行明治の思想家福沢諭吉が実行した健康法」
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｢医療史回り舞台万葉歌人山上憶良を悩ませた全身関節

痛」篠田達明「整形・災害外科」47(12)1478

｢億川家資料について（抄)」芝哲夫「医潭」(98)6869

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る93麻疹-20

世紀における季節性の変化」鈴木晃仁「日医ニュース」

(1036)4

｢明治前期官営産業施設のフランス人医師について－産業医

勤務体制の確立j須長泰一「日本医史学雑誌」50（3）

371-389

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る89民族疫学へ

の志向日本民族とアンデス先住民族の接点」田島和雄

「日医ニュース」(1030)4

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る83「子宮が

ん放射線療法の歴史」－はじめの10年間一」舘野之男

『日医ニュース」(1022)4

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る91日本にお

ける狂犬病の歴史」唐仁原景昭「日医ニュース」(1032)4

｢長寿・消化器・食の歴史探訪V.平安時代、Ⅵ.鎌倉時代」

中澤三郎「老年消化器病」16(1)6167

｢長寿・消化器・食の歴史探訪南北朝、室町時代、安土、

桃山時代(1338-1602)」中澤三郎「老年消化器病」16(2)

139-144

｢原典でみる先駆者たち⑤電子伝達蛋白シトクロムの発見と

再発見」中山宏明「ミクロスコピア」21(1)45-48

｢原典でみる先駆者たち⑥l遺伝子1酵素仮説の濫鵤」中山

宏明『ミクロスコピア」21(2)113121

｢原典でみる先駆者たち⑦極限環境で生きる生物と出会う－

好アルカリ性細菌の場合」中山宏明「ミクロスコピア」

21(3)217-219

｢原典でみる先駆者たち⑧がんウイルスの存在を示す」中山

宏明「ミクロスコピア」21(4)295297

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る87新生児医

療の今昔」馬場一雄「日医ニユース」(1028)4

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る80農村医学

の新しい課題」原田正純「日医ニュース」(1017)4

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る90コロトコ

フと聴診による血圧測定」藤倉一郎「日医ニュース」

(1031)4

｢健康をめぐる歴史パノラマ健康の定義」真壁伍郎「綜合

看護j39(3)17-28

｢ケニアの医療に関する史的考察（抄)」牧純『日本薬学会

124年会講演要旨集」(3)212

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る9220世紀の

白内障手術の変遷」三島済一「日医ニュース」(1034)4

｢医史百年20世紀の医学・医療をふり返る85大気汚染

物質による多岐にわたる健康影響」吉田成一「日医
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｢消化管内視鏡の発展を辿るその十二食道鏡と食道

ファイバースコープ」丹羽寛文「ミクロスコピア』21(2)

132-136

｢消化管内視鏡の発展を辿るその十三パンエンドス

コープの登場」丹羽寛文「ミクロスコピア」21(3)222-

226

｢消化管内視鏡の発展を辿るその十四内視鏡画像記録

の発展」丹羽寛文「ミクロスコピア」21(4)301-306

ニュース」(1026)4

07医の倫理

｢【生と死と倫理】バイオエシックスのI歴史的回顧｣」大林

雅之「保健の科学」46（2）85←88

｢医の倫理の標語「医は仁術なり」について（抄)」関根透

「日本歯科医療管理学会雑誌」39(1)43

｢医の倫理の標語と上田秋成の医療観」関根透『日本歯科

医療管理学会雑誌」38（4）274-278

｢みんなのやさしい生命倫理インフオームド・コンセン

トインフォームド・コンセントの歴史(2)」谷田憲俊

「薬のチェックは命のチェックj(16)42-45

｢医の倫理の史実を探る」中西淳朗「大阪保険医雑誌』（448）

29告33

｢医の倫理の歴史的展望と臨床検査残存検体取扱い」吉田

浩「臨床病理』52(3)231-235
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09医療制度史・医療史

｢DropbyDrop:ThelntroductionofWesternDistillation

TechniquesintoSeventeenth-CenturyJapanDropby

Drop:ThelntroductionofWesternDistillation
l

TechniquesintoSeventeenth-CenturyJapan」

MICHEL,Wolfgang,WERGER-KLEIN,Elke「日本医史

学雑誌』50（3）463-492

｢結核予防対策の組織化と全国結核予防連合会」青木純一

「医学史研究』(85)1-10

｢明治期における医師免許制度の変遷一免許取得資格よりみ

た石川県の医師数の推移を中心として－」赤祖父一知、

今井美和「北陸医史」25(1)1020

｢十五年戦争と日本民族衛生学会（協会）（その2）－学会沽

動と「国民優生法」の制定（抄)」莇昭三「日本医史学雑

08医療器械

｢【縦隔鏡】縦隔鏡の歴史と普及」丹羽宏『気管支学」26（5）

407-413

｢消化管内視鏡の発展を辿るその十一ファイバース

コープの国産化」丹羽寛文『ミクロスコピア」21(1)

48~52
吟
函
守



10衛生・公衆衛生史・予防医学

｢癌疫学研究の黎明期と最近の50年」青木國雄「癌の臨

床」50(8)591-598

｢黎明期の婦人労働」石津澄子『労働科学」80(1)23-29

｢検疫所(QuarantineOffice=40日の役所）の由来」海老

沢功「日本病院会雑誌」51(1)153-155

｢【ワクチン】ワクチンの歴史とその人類への貢献」加藤四

郎「綜合臨床』53(6)1823-1825

｢粉塵衛生のあゆみ（第1報)1960年（昭和35年）頃まで」

木村菊二「労働科学」80(1)12-22

｢粉塵衛生のあゆみ（第2報)1960年（昭和35年）以降」

木村菊二「労働科学」80(2)57-70

｢予防接種コレラと公衆衛生」黒澤サト子「助産師」58

（3）72-74

｢明治初期の衛生学の先駆者たち（抄)」酒井シヅ「日本衛

生学雑誌」59（2）84

｢麻疹の周期性と近代日本の疫病伝播の分析（抄)」鈴木晃

仁「日本医史学雑誌」50(1)5657

｢ある角度から見た山口県労働衛生史（抄)」田村陽一「産

業衛生学雑誌」46（2）64

｢GIS及びGPS技術の衛生学における応用日常生活の民

族誌とGIS研究大正10年「月島調査」（内務省衛生局）

を例に（抄)」津村宏臣「日本衛生学雑誌』59(2)209

誌』50(1)92-93

｢アメリカの医療制度のその現場アメリカの病院と医師の

歴史」河野圭子「ModernPhysician｣24(10)1641-1645

｢社会福祉方法論の歴史的展開」杉山章子「社会福祉方法論」

5572

｢｢保発4号」の謎を追って(3)」添田均「医道の日本』63

(2)168176

｢｢保発4号」の謎を追って」添田均「医道の日本』63（9）

165-170

｢まちづくり思想と医療の関連性の考察（その4）（抄)」西

巻明彦「日本歯科医史学會々誌」25(4)198

｢｢旅行用心集」と「江ノ島もうで、浜のさ、波」の医療思想

比較検討（抄)」西巻明彦、屋代正幸「日本歯科医史学

會々 誌」25（4）200

｢日本赤十字社に関する医療史的考察」野村拓「医学史研究』

（85）2026

｢明治15年施行の旧刑法256条「私二医業ヲ為ス罪」と大審

院での判決事例（抄)」樋u輝雄「日本医史学雑誌』50(1)

158159

｢いのちの輝き（医療と宗教）（抄)」福井光壽「日本歯科医

史学會々 誌」25(4)195

｢実証は覚えていた(1、4-6,8)」正木繁「いずみ」51(1,5-

7,10)20-22,20-21,20-21,18-19,20-21
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｢資料・植民地時代の東南アジア各地の医療保健制度4，佛

蘭西領印度支那における医療保健制度」寺畑喜朔「医證』

（98）4449

｢大正期東京市における腸チフスの地区別分析（抄)」永島

剛「日本医史学雑誌』50(1)6667

｢産業医学いまむかし(14)産業医学と軍医たち」野村茂

「労働の科学」59（2）94-95

｢産業医学いまむかし(15)労働とエネルギー代謝測定」野

村茂「労働の科学」59(3)156157

｢産業医学いまむかし(16)炭坑囚人労働と医師たち」野

村茂『労働の科学』59(4)220221

｢産業医学いまむかし(17)明治の産業と伝染病と」野村茂

「労働の科学」59（5）292-293

｢産業医学いまむかし(18)産業眼科学のはじめ」野村茂

「労働の科学」59（6）352-353

｢産業医学いまむかし(19)職業性炭疽症のこと」野村茂

「労働の科学」59(7)414415

｢産業医学いまむかし（20）災害外科から産業外科に」野村

茂「労働の科学』59（8）476-477

｢産業医学いまむかし(21)化繊工業と二硫化炭素中毒」野

村茂『労働の科学」59（9）546-547

｢産業医学いまむかし（22）職業労働と耳鼻咽喉疾患」野村

茂「労働の科学j59(10)608609

｢産業医学いまむかし（23）ヨロケ・珪肺・じん肺」野村茂

「労働の科学』59(11)676677

｢産業医学いまむかし（24）占領下日本の労働衛生」野村茂

「労働の科学」59(12)734-735

｢ワクチンのすべてワクチン総論ワクチンの歴史」平山

宗宏「小児科診療」67(11)1769-1774

｢職場のメンタルヘルスその歴史と今日的問題」廣尚典

「精神医学」46（5）460-472

｢｢横手社会衛生叢書jのひとびと」水野洋「医学史研究」

（84）247-253

｢戦後期に発生した予防接種後の四つの接種結核事故につい

て（抄)」渡部幹夫「日本医史学雑誌」50(1)684i9
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11解剖学史

｢｢解禮約圖』についての追記」石田純郎「医證」(98)14

｢｢解剖学表」（『解体新書』の原著、いわゆる「ターヘルア

ナトミア｣）異版の研究一第一報（抄)」石田純郎「日本

医史学雑誌」50(1)3637

｢解剖学という領域を考える－京都で国際解剖学会議をお世

話して－」井出千束「ミクロスコピア」21(4)262-265

｢篤志解剖第一号「美幾女（みきじょ)」について」上野陽

里「医学史研究」（84）263-268

｢解禮新書の謎22-31ターヘル・アナトミア翻訳」大城孟
つ
め
寺



平田和明「聖マリアンナ医科大学雑誌」32(3)200

｢からだの不思議平成珍解体新書解剖学の歴史」矢問太

「看護学生」52(1)42-44

『大塚薬報」(592-601)49-54,6368,67-72,6368,53-58,67-

71,67-71,67-71,67-7149-53

｢東京都内・近郊所在19遺跡から出土した江戸時代人頭

蓋・四肢骨の計測値」梶ケ山真里、溝口優司

「AnthropologicalScience(JapaneseSeries)｣112(1)

37-57

｢生と死の目差し－シャレコーベの世界」河本圭司、鈴木隆

雄『JOINT｣(10)2-5

｢腎臓の探究史傍糸球体装置の発見」坂井建雄「腎臓j27

(2)115119

｢ガレノスとヴェサリウスの解剖学の比較研究（3）－門脈

を例にとって（抄)」坂井建雄「日本医史学雑誌」50(1)

38-39

｢大分県東国東郡安岐町の巻子本解鵲約拝見記」佐藤允男

『医證」(98)613

｢神経の歴史散策（その1)神経の発見」高垣玄吉郎「ミク

ロスコピア」21(4)28C283

｢フランスから来た紙塑人体模型と明治初期日本における人

体解剖模型製作の開始（抄)」月澤美代子「日本医史学雑

誌」50(1)120121

｢ニューロンの不思議をみつめて－神経の組織培養から50

年一」中井準之助「ミクロスコピア」21(1)9-17

｢中世人頭蓋における性別判定について（抄)」長岡朋人、

つ
の
守

12眼科史

｢青錐体と視覚情報処理ShortWavelengthAutomated

Perimetry(SWAP)の歴史的展望(AHistorical

PerspectiveofShortWavelengthAutomated

Perimetry(SWAP))(英語)(抄)｣JohnsonChrisA.

「日本眼科学会雑誌」108(臨増)141

｢感覚器官の異常と診療メガネの進歩」岡本隆博『綜合臨

床」53(10)2624-2628

｢京都府立医科大学歴代眼科教授の講義録から（抄)」奥沢

康正「医證』(98)5961

｢近代白内障手術の変遷と小院での日帰り手術（抄)」鈴木

高遠、千種浩司「日本医史学雑誌」50(1)164-165

｢文庫の窓から「養生訓」と目の衛生」中泉行史、中泉行

弘、斎藤仁男「臨床眼科』58（2）228229

｢白内障手術の世界への伝播の物語」三島済一「ほすぴたる

らいぶりあん」29（4）264-269

｢緑内障薬物療法の過去・現在・未来（抄）」三嶋弘

「FrontiersinGlaucoma｣5(4)228229
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13看護史

｢【看護大学創立50周年】東京大学医学部衛生看護学科発足

の頃」今村節子『保健の科学」46（4）246249

｢保良せきと第二次世界大戦後の看護改革」大石杉乃、芳賀

佐和子『東京慈恵会医科大学雑誌」119(4)303-313

｢GHQによる看護改革の流れ－GHQ看護課G､E.Alt課長に

対する協調と対立の構図（2）（抄)」大石杉乃「日本医

史学雑誌j50(1)2627

｢明治期の福岡県における産婆教育の実態産婆に関する法

制、産婆数の変遷から」緒方妙子「九州看護福祉大学紀

要」6(1)57-70

｢京都看病婦学校設立当初の学校規則の紹介」岡山寧子、竹

中京子、依田和美「日本看護歴史学会誌』(17)43-49

｢ウイリアム・メレル・ヴォーリズと近江療養院」小倉之子

「日本看護歴史学会誌」(17)50-57

｢第二次世界大戦後のGHQによる病院看護部設置に関する

政策の山形県における展開過程」片桐智子、平塚朝子

「日本看護歴史学会誌」(17)21-33

｢【看護大学創立50周年】看護教育を大学教育にすることに

ついてのいくつかの話し合い」金子光「保健の科学』46

（4）236238

｢看護婦でない人々によって語られた「看護」「看護婦」に

ついて－明治期の女性誌を中心に－」上坂良子「医学史

研究」（85）27-38

｢｢保健婦雑誌」52年の軌跡から保健婦活動の原点・家庭

訪問歴史的変遷からみえてきたこと」北岡英子「保健

師ジャーナル」60(2)186192

｢看護婦でない人々によって語られた「看護」「看護婦」に

ついて明治期の女性誌を中心に」上坂良子「医学史研

究」(85)309-320

｢『保健婦雑誌」52年の軌跡から「講座」にみる保健婦の

専門性」三枝将史「保健師ジャーナル」60(4)408-412

｢GHQ地方軍政部が北海道、東京地区での看護教育に果た

した役割（抄)」佐藤公美子、坪井良子「日本看護学教育

学会誌」14,262

｢看取I)の文化とその歴史」新村拓「日本看護歴史学会誌」

(17)13-19

｢スザンヌ・ゴードンのアメリカ医療・看護最新事情“看護

の沈黙”の謎を解く19世紀の看護」スザンヌ・ゴード

ン「ナーシング・トウデイ」19(1)42-43

｢脳の話看護のための生理学（第12回)」瀬江千史「綜合

看護」39(1)55-61

｢看護学教育における看護倫理教育の変遷（抄)」高橋みや

子「日本看護学教育学会誌』14,4546

｢近代における看護管理者の名称・職務の変遷（抄)」滝内

隆子「神奈川医学会雑誌」31(2)166-167
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｢近代日本における看護制度の変遷について京都の事例か

ら」滝下幸栄、岩脇陽子、山本容子、倉ケ市絵美佳、福

本惠、岡山寧子「京都府立医科大学看護学科紀要」13（2）
63-70

｢フロレンス・ナイチンゲールに関する建築学上の評価「病

院覚え書」を中心に」谷口元「綜合看護j39(3)513

｢【看護大学創立50周年】看護教育の発展の歩みと今後の課

題」田村やよひ「保健の科学j46(4)278-284

｢沖縄の男性看護職の歴史と現況」仲本勉「日本看護歴史学

会誌」(17)58-63

｢日本で最初の看護婦留学生とセント・トマス病院（抄)」

芳賀佐和子、住吉蝶子、平尾真智子『日本医史学雑誌』

50(1)28-29

｢看護歴史研究入門lなぜ看護者は自分たちの歴史を研究

する必要があるのでしょうか」平尾真智子『看護実践の

科学」29（8）77-79

｢看護歴史研究入門2」看護歴史研究の意義」平尾真智子

「看護実践の科学」29（9）78-80

｢看護歴史研究入門3－4テーマの見つけ方(1-2)」平尾真

智子「看護実践の科学」29(1011)88-",77-78

｢看護歴史研究入門5－6歴史研究の方法(1-2)」平尾真智

子「看護実践の科学」29(12-13)77-79,69-71

｢【看護大学創立50周年】衛生看護学科のできた頃」福田邦

函
③
》 三「保健の科学j46(4)238240

｢｢保健婦雑誌』52年の軌跡から保健婦教育の変遷」守田

孝惠、松井美帆「保健師ジャーナル」60（1）8693

｢【看護大学創立50周年】四年制大学における看護教育の開

始とその歩み高知女子大学」山崎智子「保健の科学」
46(4)241-245

｢京都看病婦学校で開始された看護教育の概要」依田和美

「大阪府立看護大学医療技術短期大学部紀要」9,6976
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14寄生虫学史

｢【日本住血吸虫発見100年】日本住血吸虫発見100年を迎

えて」石井明「医学のあゆみj208(2)73

｢日本住血吸虫病の病因発見から100年」石井明「ミクロス

コピア』21(1)19-25

｢日本住血吸虫発見100年」影井昇「日本医事新報』(4189)
43-45

｢【日本住血吸虫発見100年l住血吸虫症の歴史と現状」松

田肇、桐木雅史『医学のあゆみ」208（2）7478

16軍陣医学史

｢病院の歴史における軍病院と検疫所｣加辺純雄「防衛衛生」
51(7/8)223236

｢旅行医学と軍事医学の歴史」加辺純雄『防衛衛生j51



別（8）637649

｢明治8年の乳腺症手術」酒井シヅ「Mamma｣(47)表2

｢江戸での乳癌手術」酒井シヅ『Mamma｣(48)表2

｢癌の原因と転移説の始まり」酒井シヅ「Mamma｣(49)

表2

｢鶴見大学図書館所蔵の紅毛流膏薬集と紅毛流膏方について

（抄)」中西淳朗「日本医史学雑誌」50(1)166167

｢【実践皮膚科外用療法マニュアル】外用療法の歴史」中村

元信「Derma.j(82)1-5

｢原著を探る脳動静脈奇形の最初の手術」橋本信夫

「ClinicalNeurosciencel22(5)622

｢杉田五I即と江戸における文化10年の乳癌手術（抄)」松木

明知「日本医史学雑誌』50(1)126127

｢肺癌外科療法から見た50年」渡邊洋宇「癌の臨床』50

(8)617-628

(1/2)33-39

｢謎に包まれた八甲田雪中行軍とくに山口少佐の死因を

中心として（抄)」松木明知『泌尿器外科』17(臨増）

467

｢八甲田雪中行軍の謎歩兵第五連隊山口少佐の死因を探

る」松木明知「日本看護歴史学会誌』(17)3-12
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17形成外科学史

｢世代相伝の形成外科手の外科と形成外科」児島忠雄「形

成外科j47(8)929-935

18外科史

｢外科の世紀近代外科のあけぼの」ThorwaldJuergen

「消化器外科』27(1-2)119-124,243.248

｢人工臓器と温故知新初期の心臓外科から人工心肺、人工

弁の変遷（抄)」新井達太『人工臓器」33(2)105

｢乳癌外科療法から見た50年」泉雄勝『癌の臨床』50（8）

629636

｢華岡青洲以降明治中期までの乳癌手術と麻酔について」泉

雄勝「乳癌の臨床』19(4)329-334

｢千葉大学第二外科が歩んできた食道外科の歴史と実績

（抄)」磯野加一『千葉医学雑誌』80(4)1-2

｢直腸癌外科治療から見た50年」小山靖夫「癌の臨床」

19細菌学史

｢細菌・ウイルス名の由来と歴史」渡邉邦友「Medical

Digest｣53(1)32-36

20産婦人科史

｢助産婦の歴史近代の助産婦（その215)-(その226)」

石原力「ペリネイタルケア』23(3)90-91,170-171,284-
師
の
》



寺
③
守 285,384-385,468-469,555557,644-645,730-731,814815,914-

915.1011-1013,1092-1093

｢生殖医療その夜明けから未来へ卵子の発見まで」鈴木

秋悦「産婦人科治療」88(5)1172-ll74

｢フライブルク大学と北海道大学医学部との産婦人科・新生

児領域における交流の歴史（抄)」鈴木重統、宮下舜一

「日本医史学雑誌」50(1)2021

｢中国古代・中世における逐月胎児説の変遷」鈴木千春「日

本医史学雑誌』50（4）569-589

｢青い血のカルテ王女シャーロットの死産と三重の悲劇」

早川智、山本樹生『産科と婦人科」71(2)228-231

木健「日本歯科医師会雑誌』57（4）392

｢歯科医師死因の推移（第2報）－特に49歳以下の若年者

について－（抄)」加來洋子、石橋肇、渋谷鉱、谷津三雄

「日本歯科医史学會々 誌」25(4)218

「自衛隊歯科医官50年史と特にその黎明期について（抄)」

片山幸太郎『日本歯科医師会雑誌』57(4)421

｢海軍歯科医科士官制度の概要」久保親弘「防衛衛生」51
(11)297-304

｢はじめて歯科を專門とした海軍軍医原田朴哉について日

露戦争における、原田と、海軍嘱託歯科医の活躍」久保

親弘、中島英之『防衛衛生」51(3/4)71-79

｢歯科放射線の歴史を楽しむパノラマ戦国時代の思い出

（抄)」古跡養之眞「歯科放射線」44(2)123-124

｢一戦中派臨床歯科医師から見た戦後60年間（抄)」齋藤貞

雄「日本歯科医史学會々 誌」25(4)193-194

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史丸森賢二(1921-2"2)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessencel23(1)lll-113

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史国本朝雄」榊原悠紀田

郎「TheQuintessence｣23(2)91-93

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史深田英朗（ふかだひで

あき)(19182003)」榊原悠紀田郎「TheQuintessence」
23（3）627629

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史佐藤貞勝(1917-2N3)」
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21歯学史

｢スポーツ歯科医人伝第2報八木情三郎先生」石川慎士、

片山孝太郎、糸賀裕「日本歯科医史学會々誌』25（3）
ll7-125

｢歯科医師死因の推移一一般日本国民の死因と比較して－

（抄)」石橋肇、加來洋子、渋谷鉱、谷津三雄「日本歯科

医史学會々 誌」25(4)217

｢江戸から明治期における歯磨きのラベルと引札（抄)」石橋

肇､渋谷鉱､谷津三雄「日本歯科医師会雑誌」57(4)421

｢近代歯科医学発祥の地横浜イーストレーキの謎（抄)」

大野粛英、青山繁、伊佐常樹、鈴木彰、羽坂勇司、加藤
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榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣23(4)9597

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史村岡博」榊原悠紀田郎

「TheQuintessence｣23(5)1063-1065

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史松風憲二(18951967)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣23(6)1261-1263

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史石原寿郎(1917-1969)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣23(7)1467-1469

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史辻本春男(1"1-1988)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣23(8)17051707

｢列伝歯科を支えた偉大な人物史石上健次(1917-1998)」

榊原悠紀田郎「TheQuintessence｣23(9)1919-1921

｢石塚三郎旧蔵・新潟県歯科医師会日誌一草創期の歯科界を

探る［その3-5］－」佐藤泰彦「日本歯科医史学會々誌」

25（4）235248,249-255,256262

｢インプラントの歴史」塩田真「歯科技工」別冊インプラン

トの技工,43

｢戦後混乱期における日本訪中医学代表団の中国との国交外

交の役割（抄)」白川正順「日本歯科医史学會々誌」25

(4)201

｢木床義歯の創造（抄)」新藤恵久「日本歯科医史学會々誌」

25(4)216

｢木床義歯の母胎（抄)」新藤恵久「日本歯科医史学會々誌」

25(4)215

｢仙台市内住宅地における36年間の歯科医療の環境変化一

歯科診療所の実態から－」杉本是孝、宮崎佐喜子、中山

孝子「日本歯科医史学會々 誌」25(3)133-142

｢下北半島浜尻屋貝塚出土中世小児人骨の歯冠形質」鈴木敏

彦、澤田純明、百々 幸雄、小山卓臣「Anthropological

Science(JapaneseSeries)｣112(1)27-35

｢創立90周年を迎えた九州歯科大学の創設者國永正臣の生

涯（抄)」竹原直道『日本歯科医師会雑誌』57(4)421

｢｢正法念処経」が描く抜歯・抜舌について」竹原直道『日

本歯科医史学會々 誌」25（4）222-229

｢｢類聚方広義」にみられる外科思想（抄)」陶粟燗、西巻明

彦「日本歯科医史学會々誌」25（4）220

｢医学館の考試記録に表れた重舌並びに疾包について（抄)」

戸出一郎、佐藤恭道、深山治久『日本歯科医史学會々誌」

25(4)221

｢咬合器の歴史における偉大な功績とその陥凹Bonwill咬

合器からStuart咬合器まで（抄)」永田和弘「日本補綴

歯科学会雑誌」48（2）329

｢咬合器の歴史における偉大な功績とその陥凹（抄)」永田

和弘『日本歯科医史学會々 誌』25（4）205

｢｢口歯類要」に関する考察（その2）（抄)」西巻明彦、陶

粟蝋、屋代正幸、藤野咀男、湯浅高行「日本歯科医史学

會々 誌』25(4)219
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｢S､S.White社のⅡDentalCatalogue!'1867年版と1876年版

について（抄)」樋口輝雄「日本歯科医史学會々誌」25

（4）202

｢ChapinA.Harrisの著書!IPrinciplesandPracticeofDental

SurgeryⅧ中に記載された歯科補綴学（抄)」平田幹男

「日本歯科医史学會々 誌』25（4）206

｢歯科放射線の歴史を楽しむ第3回国際顎顔面放射線学会

(1974京都への道)(抄)」藤木芳成「歯科放射線」44(2)

123

｢米国開業日本人第1号・ドクトルー井正典その在米時代

について（抄)」松本晉一、渋谷敦「日本歯科医師会雑誌」

57（4）420

｢幕末、明治期の英字新聞とDirectoryからみた外国人歯科

医師の日本における動向についてlEastlake」松本康博

「日本歯科医史学會々 誌」25（4）230234

｢慶應義塾大学医学部予防歯科医学研究所について（抄)」

水川秀海「日本歯科医史学會々誌」25(4)210

｢人のフシギ・歯のフシギロ腔からみるオモシロ人間生物

学歯ならびは、美人の条件江戸時代迄の資料を用い

て」茂木悦子「デンタルダイヤモンドj29(1)146-147

｢歯科の歴史への招待歴史遺産と史料を求めての旅ヨー

ロッパにおける「スプリング付き陶製義歯」及び蒸和

（加硫）ゴム床の登場入歯細工営業と歯科技工業」本平孝

志、内藤達郎「QuintessenceofDentalTechnology｣29

(1)120-128

｢歯科の歴史への招待歴史遺産と史料を求めての旅人

工歯の国産化に道を拓いた人荒木紀男」本平孝志、内

藤達郎「QuintessenceofDentalTechnology｣29(2)

130-138

｢歯科の歴史への招待歴史遺産と史料を求めての旅入歯

細工営業と歯科技工業」本平孝志、内藤達郎

「QuintessenceofDentalTechnology｣29(3)420429

｢アメリカ歯科医史学会会誌50年の書誌学（その2)第3

代編集長Dr.MalvinE.Ringの時代（抄)」森山徳長「日

本歯科医史学會々誌」25(4)209

｢日本海軍詩歌医科士官の歴史[XIII]歯科医科士官の役務

（抄)」山崎智「日本歯科医史学會々誌』25（4）207

｢歯科放射線の歴史を楽しむ歯科放射線学のパイオニア

CharlesEdmundKells,Jr.(抄)」山崎岐男「歯科放射線』

44(2)122-123

｢歯科放射線の歴史を楽しむ初期の日本歯科放射線学会と

口内法X線撮影（抄)」山本昭「歯科放射線』44(2)124

｢病草紙に対する考察（抄)」湯浅高行、藤野咀男、屋代正

幸「日本歯科医師会雑誌』57(4)421
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22史跡・記念碑

｢新潟県西洋医学教育の嗜矢J.P.I.VIDALの碑除幕式（抄)」

清水陽人「日本医史学雑誌」50(1)116117

｢ホルトルマン愛児の墓に関する資料｣寺畑喜朔「北陸医史」

25(1)21-24

(1953)｣」葛谷健「肥満と糖尿病」3(1)186189

｢糖尿病の歴史UGDPの成績とその波紋」葛谷健『肥満と

糖尿病」3(2)351-356

｢糖尿病の歴史食事療法の変遷インスリン発見以前の食

事療法」葛谷健「肥満と糖尿病」3（3）535-539

｢糖尿病の歴史食事療法の変遷インスリン発見の影響」

葛谷健『肥満と糖尿病』3(4)717-721

｢糖尿病の歴史食事療法の変遷プロタミン亜鉛インスリ

ンの登場と「自由食」論争」葛谷健「肥満と糖尿病j3

（5）帥8-914

｢花柳病一性病一性感染症その予防啓発の100年の歴史」

熊本悦明「性と健康」(3)4-18

｢【日本におけるレジオネラ症～診'析・治療と予防の新しい

展開】レジオネラの歴史と発見の経緯」斎藤厚「化学療

法の領域」20（4）550553

｢江戸の患い・現代の患い」酒井シヅ「銀行倶楽部j(469)

2－4

｢頭痛の誕生と腹痛の変容｣酒井シヅ『近代日本の身体感覚」

83-102

｢乳がんの歴史第1回古代の乳がん」酒井シヅ「乳癌の

臨床」19(2)129-131

｢乳がんの歴史第2回近世の乳がん治療の歴史」酒井シ

ヅ「乳癌の臨床」19(3)245-247

23疾病史

｢HISTORY人名のついた疾患「原田病｣」新家眞「BIO

Clinicajl9(10)841-846

｢【呼吸器感染のそこが知りたいl細菌性肺炎の変遷」石和

田稔彦『小児内科」36(1)9-13

｢原著を探るAtaxiatelangiectasia」今井薫、大澤真木子

『ClinicalNeuroscience｣22(12)14601461

｢自閉症研究の歴史と現在」大石聡「大阪府立精神医療セン

ター紀要」14,14-29

｢急性ウイルス感染症かぜ・インフルエンザ･SARSの

診'析と治療インフルエンザの歴史」柏木征三郎「診'析

と治療」92(12)2223-2226

｢スペインかぜ大流行歴史に学ぶ」加地正郎「インフルエ

ンザ」5(1-4)6164,161-169.268-271,347-351

｢日本のコレラその歴史と現状」加辺純雄「防衛衛生」51

（3-4別冊)1-8

｢糖尿病の歴史Lundbaekの著書「Long-TermDiabetes
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｢乳がんの歴史第3回本格的な乳がん手術が始まった時

代」酒井シヅ「乳癌の臨床」19(5)467-469

｢腎臓の探究史リチャード・ブライトと腎臓病の始まり」

坂井建雄「腎臓』26（3）283-287

｢DICの新展開DICの基礎疾患と病態DICの歴史と微

小循環障害」末松誠「医学のあゆみ」（別冊)31-34

｢乾燥症とシェーグレンシェーグレン症候群の歴史と疾患

概念の確立」菅井進「医薬ジャーナル」40(6)1767-1771

｢【多発性硬化症revisited】多発性硬化症の歴史」高橋昭

『ClinicalNeurosciencej22(7)756-761

｢Shy-Drager症候群の歴史的展望1970年以前」田村直俊、

山元敏正、島津邦男「自律神経」41(4)392-4"

｢Shy-Drager症候群の歴史的展望1970年から2004年ま

で」田村直俊、山元敏正、島津邦男「自律神経』41(4)

401-410

｢【かぜとインフルエンザ】過去・現在・未来」檀原高「順

天堂医学』50(2)149-154

｢ネフローゼ症候群基礎研究の最新動向と臨床の進歩ネ

フローゼ症候群の歴史」二瓶宏、新田孝作、湯村和子

「日本臨床」62(10)1773-1776

｢二十世紀初頭のイエルサレムにおけるマラリア（抄)」馬

場わかな「日本医史学雑誌」50(1)4647

｢川本輝夫の水俣病史」原田正純「水俣病研究」3,188-2M

函
②
守 ｢ハチアレルギーの歴史ァナフィラキシーの歴史とハチ刺

されによる現状」平田博国、福田健「アレルギー・免疫」

12(1)134-136

｢結核の比較文化史的研究（抄)」福田眞人「結核』79（3）

135136

｢話題の感染症野兎病」藤田博己「ModernMediaj50(5)
9g103

｢骨疾患のルーツを探る骨形成不全症」山下純英、清野佳

紀「骨粗髭症治療』3（4）358359
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24耳鼻咽喉科史

｢｢古典あれこれ耳介学？の本」飯沼壽孝「JOHNSj20

(1)122-124

｢【人工中耳・人工内耳の今】人工内耳の歴史と種類」辻純

「JOHNS｣20(1)31-33

｢古典あれこれ溜まる場所と溜まるもの」廣瀬肇

「JOHNSj20(11)1722-1725

｢古典あれこれ粘り強き人Wallenberg」廣瀬肇「JOHNS」

20(12)18461850

｢古典あれこれ溝をどうやって埋めるか」廣瀬肇

「JOHNS｣20(7)1014-1017

｢【人工中耳・人工内耳の今】人工中耳の歴史と種類」柳原

尚明「JOHNS｣20(1)59



｢江戸時代の護蹄用具・装具について」折坂金弘「獣医畜産

新報」57(1)69-75

｢仮名安騏集一、黄帝81問のl間より5問の「冷」につい

て」木脇祐順「日本獣医史学雑誌』(41)71-72

｢日本犬の保存について」倉林恵太郎「日本獣医史学雑誌」

(41)5863

｢伝説・伝承の犬塚」小佐々学『日本獣医史学雑誌」(41)

5057

｢獣医史小話馬医と牛医」白水完児「獣医畜産新報」57

(9)714

｢絵巻物にみる中世獣医史料(9)」中井薫『日本獣医史学雑

誌」(41)73-77

｢中世下馬考」中井薫「日本獣医史学雑誌』(41)78-82

｢ノトバイオートおよびSPF豚の作出に関する回顧」波岡

茂郎「日本獣医史学雑誌」(41)6466

｢日本獣医史学会一設立の経緯と30年の歩み－」深谷謙二

『日本獣医史学雑誌」(41)32-49

25種痘史

｢日中両国における人痘接種法の比較研究A」部浦「日本医

史学雑誌』卵(2)187-222

｢お玉ケ池種痘所一その設立拠金者82名誤謬説の起源をさ

ぐる（抄)」深獺泰旦「日本医史学雑誌」50(1)13-16

｢お玉ケ池種痘所一その設立拠金者82名誤謬説の起源をさ

ぐる」深瀬泰旦「日本医史学雑誌」50(3)405-427

｢予防接種の拠点・お玉ケ池種痘所の起源をさぐる」深瀬泰

旦「川崎市小児科医会会誌」35,3-17
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26獣医学史

｢牛の臨床55年の回顧」五十嵐幸男「日本獣医史学雑誌』

(41)1-31

｢江戸期馬医方本草に登場する生薬に関する研究（その2）

（抄)」市口幸治、林俊祐、畠山有里、松井桃子、乾真由

美、宮本如奈、眞鍋智之、畠山朋子、畠山光弘「日本薬

学会124年会講演要旨集』(3)211

｢江戸期馬医方本草に登場する生薬に関する研究（抄)」臼

井一城、市口幸治、林俊祐、畠山有里、乾真由美、松井

桃子、宮本如奈、眞鍋智之、畠山朋子、畠山光弘「日本

薬学会124年会講演要旨集」(3)211

｢家畜衛生の激動期を乗り切った信藤謙蔵博士」大橋義光

「日本獣医史学雑誌j(41)67-70

27書簡

｢池田文書の研究（25）入沢達吉の書簡について」池田文書

研究会『日本医史学雑誌」50（4）628-637

｢フォン・プランデンシュタイン家所蔵、1823年シーボル

ト関係書簡の翻刻ならびに翻訳(2)」宮坂正英、ベルン
①
つ
奇



卜・ノイマン、石川光庸「鳴滝紀要』(14)1352
ｃ
つ
い 小高修司「日本医史学雑誌』50(3)349-370

｢｢野呂元丈著「狂犬咬傷治方」の全文について」の訂正

および注」桜井謙介「北辰」(6)1627

｢平安時代の医療・医心方について（抄)」塩原仁子、冨岡

貢、伊田喜光『日本薬学会124年会講演要旨集」(3)211

｢明治初年に瑞穂屋卯三郎と島村利助により出版されたド

イツ・シュミット著書の翻訳”内科提綱”について

（抄)」下総高次「日本歯科医史学會々 誌」25(4)213-

214

｢台湾国立中央図書館所蔵の医心方紗本について（抄)」杉

立義一「日本医史学雑誌」50(1)154-155

｢｢今川義元伝害」における腹診の検討（抄)」鈴木達彦、遠

藤次郎、中村輝子「日本医史学雑誌』50(1)134-135

｢｢医学天正記』について（5）」高島文一「啓迪」(22)1-8

｢漫淋雑記について（そのl)」高島文一「医證」(98)4-5

｢吉益東洞「古書医言』引「心卵経』孜（抄)」舘野正美

『日本医史学雑誌」50(1)168-169

｢吉益東洞『医方古言」の文献学的研究一『古書医言」研究

の一環として－」舘野正美「宮澤正順博士古希記念東

洋一比較文化論集一」197-207

｢｢解体発蒙」に引用される中国医学古典（抄)」友部和弘、

石野尚吾、花輪壽彦「日本医史学雑誌」50(1)136-137

｢大塚修琴堂本「印流医術書類」について（抄)」長野仁

28書誌学

｢馬王堆医書「養生方』の再検討（抄)」天野陽介、宮川浩

也、花輪壽彦「日本医史学雑誌」50(1)138139

｢医は意なり萢曄『後漢書」郭玉伝より」岩井祐泉『経絡

治療』(158)24-27

｢｢聖済総録』鍼灸門所引の「甲乙経」について（抄)」上田

善信「日本医史学雑誌」50(1)80-81

｢｢萢汪方」について（抄)」浦山きか『日本医史学雑誌』50

(1)140-141

｢｢衆方規矩」の編募者の問題（抄)」遠藤次郎、中村輝子

「日本医史学雑誌』50(1)52-53

｢唐代における「千金方」の形跡（抄)」郭秀梅「日本医史

学雑誌」50(1)146147

｢古医書のはなし③「史記」扁鵲倉公伝」小曽戸洋「漢方と

鍼」28（4）5

｢盛文堂影印本古典医書解題(3)」小曽戸洋「漢方療法』

8（5）350354

｢多紀家文書（北里医史研所蔵）の概要（抄)」小曽戸洋、

町泉寿郎「日本医史学雑誌」50(1)54-55

｢蘇軟（東玻居士）を通して宋代の医学・養生を考える－古

代の気候・疫病史を踏まえて「傷寒論』の校訂を考える」
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広記「日本医史学雑誌」50（1）7677「日本東洋医学雑誌j55(別冊)168

｢究理堂「医筬」（資料)」橋本和夫「北陸医史」25(1)38-

41

｢亥鼻分館所蔵・医事文化資料について」樋口誠太郎「千葉

医学雑誌」80(5)209-218

｢ファブリカ・ポケット版(1552年刊）をめぐるオックス

フォード大学との攻防（抄)」樋口輝雄、中原泉『日本歯

科医史学會々 誌』25(4)203-204

｢手塚良斎「医学所御用留」（6）」深瀬泰旦「日本医史学雑

誌』50(2)303-309

｢手塚良斎「医学所御用留」（7）」深瀬泰旦「日本医史学雑

誌」50（4）638644

｢｢乳癌治験録」は華岡青洲の自筆ではない（抄)」松木明知

「日本東洋医学雑誌』55（別冊)167

｢満洲医科大学旧蔵古医籍の行方（抄)」真柳誠「日本医史

学雑誌」50(1)152-153

｢｢中華医鍼様譜」について（抄)」宮川浩也、石野尚吾、花

輪壽彦「日本医史学雑誌」50(1)72-73

｢｢鍼灸阿是要穴』について（抄)」宮川隆弘「日本医史学雑

誌」50(1)82-83

｢ベルツの北海道訪問と新史料「石狩紀行」（関場）（抄)」

宮下舜一『日本医史学雑誌』50(1)106107

｢｢千金方』に見られる唐以前諸家灸法について（抄)」吉岡

29小児科史

｢韓国における小児神経学の歴史と発展(Historyand

DevelopmentofChildNeurologyinKorea)(英語)(抄)」

ChungSajun「脳と発達」36(SuppL)S77-S80

｢台湾における小児神経学の歴史と発展(Historyand

DevelopmentofChildNeurologyinTaiwan)(英語)(抄)」

ShenYu-Zen「脳と発達』36(Suppl.)S76

｢起立性調節障害研究の歴史（抄)」阿部忠良「日本小児心

身医学会22回プログラム・抄録集』47

｢三島通良の学校衛生構想一小児科学者としての三島通良」

河内信子「教育保健研究」(13)123-140

｢臨床医からみた川崎病の歴史」黒岩翠『岐阜県内科医会雑

誌」18(1)1-8

｢【東洋思想と精神療法・精神病理】日本の子育て臨床家

のための文化的・歴史的視点」小嶋秀夫「精神療法』30

(1)37-43

｢歴史資料坂本陽先生と白痢」鈴木榮、阪正和、伊東重光

「現代医学」52(1)189-193

｢人名のついた疾患「福山型先天性筋ジストロフィー｣」戸

田達史「BIOClinical19(13)1123-ll31

｢周産期から乳幼児期の環境と精神発達新生児スクリーニ

（
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函
つ
ゆ ングの30年」成瀬浩、山口清次『臨床精神医学」33(11)

1453-1460

｢わが国の小児保健の歴史」平山宗宏「小児保健研究」63

（増刊)17-22

｢鉛中毒の歴史に関する研究（3）平井銃太郎教授による

「所謂脳膜炎」（宿題演説)(1925)に対する考察（抄)」

堀口俊一「産業衛生学雑誌」46（臨増）490

「目で見る神経内科BotticelliとBabinski徴候」田代邦雄

「神経内科」60(5)567-569

｢【反射と臨床】反射検査の現代的意義反射の歴史」古川

哲雄『ClinicalNeuroscience｣22(8)884-886

｢原典・古典の紹介VonHippel-Lindau病」古川哲雄「神

経内科」60（4）443-447

｢原典・古典の紹介Brown-Sequard症候群の感覚障害」

古川哲雄「神経内科」61(1)107-llO

｢原典・古典の紹介Gowers型distalmyopathyの再々 評

価」古川哲雄「神経内科」61(3)2983N

｢原典・古典の紹介Wallenberg症候群」古川哲雄『神経

内科」61(5)492-4%

｢原著を探る躁うつ病」松下正明「ClinicalNeurosciencej
22（3）346-349

｢機能的脳神経外科の最前線難治性てんかんてんかん外

科の歴史と展望」真柳佳昭「ClinicalNeuroscience｣22

(11)12401243
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30神経学史

｢神経内科の文学散歩バルザックの「ゴリオ爺さんj脳腫

瘍」岩田誠『BrainMedical｣16(3)263-266

｢機能的脳神経外科の最前線不随意運動不随意連動外科

治療の歴史と展望」大江千廣「ClinicalNeuroscience｣22

(11)1280-1283

｢ThomasWillisのCerebriAnatomeに見る中枢神経・機能

発現の機序（抄)」門田永治「日本医史学雑誌」50(1)

4243

｢【初老期・老年期発症のPsychose】初老期・老年期の

Psychoseの歴史と現状」古茶大樹「精神科治療学」19

(3)295303

｢【反射と臨床】反射検査の現代的意義世界で使われてい

る打腱器の種類」田代邦雄「ClinicalNeuroscience｣22

（8）892-8艶

31診断学史

｢【医科器械のオリジナリティー】光学顕微鏡」片岡英二郎

「医科器械学」74（7）344-剥9



I

32整形外科史

｢柔道整復の古為今用接骨の変遷と医の倫理（抄)」我部正

彦「柔道整復・接骨医学』12(3)184-185

｢柔道整復の古為今用（抄)」我部正彦『柔道整復・接骨医学」

12(3)183

｢整形外科の歴史7919世紀後期から20世紀中期へ－フラ

ンス語圏諸国の整形外科の近代化一その他のパリ学派」蒲

原宏『整形外科看護」9(1)"92

｢整形外科の歴史8019世紀後期から20世紀中期へ－フラ

ンス語圏諸国の整形外科の近代化一ベルク学派カロの仕

事と生涯」浦原宏「整形外科看護」9(2)188193

｢整形外科の歴史8119世紀後期から20世紀中期へ－フラ

ンス語圏諸国の整形外科の近代化一ベルク学派一カルベの

生涯と仕事」蒲原宏『整形外科看護」9（3）284-288

｢整形外科の歴史8219世紀後期から20世紀中期へ－フラ

ンス語圏諸国の整形外科の近代化一ベルギーの整形外科の

近代化①その他のパリ学派」蒲原宏「整形外科看護」9（4）

398-401

｢整形外科の歴史83-8419世紀後期から20世紀中期へ－フ

ランス語圏諸国の整形外科の近代化-(9-10)ベルギーの

整形外科の近代化②－③」蒲原宏「整形外科看護」9（56）

4帥-494,586589

｢整形外科の歴史85-8619世紀後期から20世紀中期ヘーオ

ランダの整形外科の近代化一①－②」蒲原宏「整形外科看

護」9(7-8)6"691,792-796

｢整形外科の歴史87-8819世紀後期から20世紀中期へ－ス

カンジナビア諸国の整形外科の近代化-(1-2)スエーデ

ンの整形外科の近代化一」蒲原宏「整形外科看護」9（9‐

10)888891,9%1N2

｢整形外科の歴史89-9019世紀後期から20世紀中期へ－ス

カンジナビア諸国の整形外科の近代化一（3-4）デンマー

クの整形外科の近代化」蒲原宏「整形外科看護」9(11-12)

1102-1107,11961197

｢歴史を訪ねて膝関節に名前を残す2人のフランス人

GerdyとSegond」小林晶「整形外科j55(5)603-609

｢接骨・整骨、柔道整復の名称とその歴史的経過、意味(1)

（抄)」高橋正菫、日向野眞一「柔道整復・接骨医学」12

(3)220

｢接骨・整骨、柔道整復の名称とその歴史的経過、意味（2）

（抄)」日向野眞一、高橋正重「柔道整復・接骨医学』12

（3）22124（1）3－4
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33精神医学史

｢島村鼎甫訳『生理啓発』（完)」「呉秀三先生記念精神科医

療史資料通信」(60)31-37

｢本間棗軒「内科秘録」（完)」「呉秀三先生記念精神科医療
め
つ
ぬ



「医證』(98)6162

｢仙台（市）における精神医学（精神病院）の濫鵤（発祥）

呉秀三「我邦二於ケル精神病二関スル最近ノ施設」（1907）

を基に」近藤等「仙台市立病院医学雑誌」24,19-23

｢精神医学史探訪Ⅲ笑うデモクリトス」酒井明夫「精神科」

4(1)44-48

｢精神医学史探訪Ⅳヘラクレスの泡」酒井明夫「精神科」

4(3)205-210

｢精神医学史探訪Vシヤルル6世の煉獄」酒井明夫「精神

科』4（5）332-338

｢精神医学史探訪Ⅵカリグラの逸脱」酒井明夫「精神科」

5(1)52-58

｢精神医学史探訪酩酊するアレクサンドロス大王」酒井明

夫「精神科」5(3)231-237

｢精神医学史探訪カンビュセス2世の暴虐」酒井明夫『精

神科』5（5）393-397

｢仙台四郎（シロ馬鹿）ルネッサンス期の'IFoolⅧの概念

をとおして」菅原道哉、高橋克昌、桂川修一「こころと

文化」3(2)133-143

｢精神医学史の機能作業療法と表現療法から見た20世紀

前半の精神医療」鈴木國文「精神神経学雑誌」106(6)

755761

｢自閉症理解の現在自閉症論の変遷この60年を振り

史資料通信』(60)1-30

｢原点に帰って原典を読む一症例を中心に外因性精神病の

成立KarlLudwigBonhoeffer(1868-1948)による外

因反応型(DieexogenenReaktionstypen)(1908,1910,

1912)の記述一その後の症候性精神病(symptommatis-

chePsychosen)概念の変遷と発展一」池村義明「精神科

治療学」19(2)253-261

｢原点に返って原典を読む－症例を中心に外因性精神病の

成立補遺KarlLudwigBonhoeffer(18681948)の足跡

学者として、人間として」池村義明「精神科治療学」19

（5）675-683

｢わが国の精神医学・医療の歴史と今後の展望生物学的精

神医学の立場から」大月三郎「精神神経学雑誌」106(9)

1124-1129

｢色紙にみる森田哲学」大原健士郎「メンタルヘルス岡本記

念財団研究助成報告集」(15)89

｢安藤昌益の精神医学と現代」岡田靖雄「QUEST｣(30)

2027

｢本間棗軒「内科秘録』にみる癩狂説（抄)」岡田靖雄「日

本医史学雑誌」50(1)170-171

｢精神医学史の機能森田療法の中に生きている仏教思想」

岡本重慶「精神神経学雑誌」l"(6)7W754

｢斎藤茂吉『呉秀三先生を偲ぶ」再考（抄)」小曽戸明子

寺
つ
い

（
舌
急
）
咋
的
雛
抑
硝
雛
媚
澤
朴
思
幽
骨
国



返って」十一元三「こころの臨床ア・ラ・カルト」23（3）

261-265

｢人格障害の90年Koch,Schneider,そしてDSM-Ⅲ」中谷

陽二「精神医学」46（7）674-684

｢わが国の精神医学・医療の歴史と今後の展望力動精神医

学の立場から」西園昌久『精神神経学雑誌」106(9)

1117-1123

｢私宅監置室の実際一各府県における精神病者監護法取扱手

続の比較（抄)」橋本明『日本医史学雑誌」50(1)160-

161

｢精神医学史の機能Falret,j-P-その思想と今日に学ぶもの」

濱田秀伯「精神神経学雑誌』1"(6)745-748

｢20世紀前半の「脳病理学」における「全体論」の歴史的

背景と現代の神経心理学、（精神）医学、人文学、諸科学

との関連KurtGoldsteinの考想を中心に」濱中淑彦

「精神医学』46(11)12251233

｢ヤーヌスの2つの顔社会における精神科医の役割」松下

正明『精神科臨床サービス」4（4）560565

｢わが国の精神医学・医療の歴史と今後の展望臨床精神医

学の立場から」山下格『精神神経学雑誌」106(9)1130-

1134

｢精神医学史の機能精神医学における疾病史の臨床的意義

（抄)」山田和夫『精神神経学雑誌」106(6)749

ニコラーエブナ・シュピリレイン（2）その人

(抄)」百合草禎二「日本心理学会68回大会発

18

｢サビーナ・

物と業績

表論文集」

35西洋医学史

｢HippocraticMedicineandPhilosophyattheEndofthe

20thCentury(1)-(2)｣SpyrosMarketos「日本医史学

雑誌」50(1,3)177-183,493-498

｢世界医学史の旅⑤古代エジプト医学散歩」石田純郎「ミ

クロスコピア」21(2)142-145

｢世界医学史の旅⑥病院のルーツをドイツに探るバイエ

ルン州のシュピタール群について」石田純郎「ミクロス

コピア」21(3)234-238

｢世界医学史の旅⑦幕末維新の蘭学のふるさと－オラン

ダ・ウトレヒト散歩」石田純郎「ミクロスコピア」21(4)

318-321

｢ヒポクラテスの筬言「人生は短く、術のみちは長い」につ

いて」斉藤博『埼玉医科大学医学基礎部門紀要」(10)

61-75

｢19世紀アメリカ合衆国におけるヘルス・リフォームー菜

食主義の社会的・文化的地平（抄)」鈴木七美『日本医史

学雑誌』50(1)4849

｢青い血のカルテナポリ王フェランテの癌遺伝子」早川智
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「産科と婦人科j71(5)660-662

｢ロイヤル・ブロンプトン・ホスピタルの設立について

（抄)」柳澤波香「日本医史学雑誌」50(1)34-35

｢バーバーズカンパニとRCS(抄)｣RobsonGordon「医

證」（98）52-53

③
◎
ぬ 郁男「日本薬学会124年会講演要旨集」(3)211

「明治期の産婆教育横浜区・産婆養成所の場合（抄)」小

川景子「母性衛生」45（3）208

｢｢神奈川県統計書』からみた明治期の出産状況（抄)」小川

景子、藤原聡子、望月好子、熊谷智子「母性衛生』45（3）

226

｢松江藩医学史において松平治郷（不味）が果たした役割に

ついて－藩外の医学、儒学・漢学、国学、兵学の門人帳

等を通して－」梶谷光弘「古代文化研究」(12)75116

｢安中板倉藩の人口問題と対策（抄)」清水英一「日本医史

学雑誌」50(1)128-129

｢住民による健康増進活動の形成一長野県八千穂村における

実践から（抄)」杉山章子「日本医史学雑誌」50(1)98-

”

｢東海道医史の旅江戸東京編①日本橋の巻」中西淳朗「月

刊保団連」(808)54-55

｢東海道医史の旅江戸東京編②八町堀界隈」中西淳朗「月

刊保団連』(818)58-59

｢東海道医史の旅江戸東京編③丸善の巻」中西淳朗『月刊

保団連」(821)54-55

｢東海道医史の旅江戸東京編④銀座の成医会」中西淳朗

「月刊保団連」(825)40-41

｢東海道医史の旅江戸東京編⑤築地から木挽町」中西淳朗

37生理学史

｢動物の生理学クロニクル血圧調節と高血圧全身麻酔の

発見」西田利穂『SAMedicine｣6(1)6M5

｢動物の生理学クロニクル血圧調節と高血圧麻酔の安全

性と蘇生」西田利穂『SAMedicine｣6(2)56F61

｢動物の生理学クロニクル血圧調節と高血圧心臓奇形と

外科手術」西田利穂「SAMedicine｣6(3)92-97

｢動物の生理学クロニクル血圧調節と高血圧日本初の心

臓外科手術」西田利穂『SAMedicinej6(4)81-85

｢動物の生理学クロニクル血圧調節と高血圧心臓外科手

術を支える血管外科学」西田利穂「SAMedicine｣6(5)

76-82

｢睡眠と呼吸の生理学睡眠時呼吸障害を理解するレム睡

眠の発見」安間文彦「呼吸器ケア」2（8）780-783
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38地方史

｢日向薬事始め（そのl)(抄)」岩井勝正、井本真澄、山本



39治療史

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史」

太田和夫「透析ケア」10(1)9598

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

人工内臓研究会の発足」太田和夫「透析ケア」10(2)

211-214

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史」

太田和夫「透析ケア」10(3)317-320

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

人工内臓研究会の話題を拾って」太田和夫『透析ケア」

10(4)418-420

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

キール型登場の前夜」太田和夫「透析ケア」10(5)535-

537

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

キール型ダイアライザーの謎」太田和夫「透析ケア」10

(6)648650

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

米国人工臓器学会(ASAIO)ができるまで」太田和夫

「透析ケア」10(7)753-756

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史」

太田和夫「透析ケア」1O(8)871-874

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

「月刊保団連』（828）6263

｢東海道医史の旅江戸東京編⑥芸庵から方庵へ」中西淳朗

「月刊保団連」(830)42-43

｢東海道医史の旅江戸東京編⑦二人の方庵」中西淳朗「月

刊保団連」（835）47-48

｢東海道医史の旅江戸東京編③看護人の弔魂之碑」中西淳

朗「月刊保団連」（842）3839

｢東海道医史の旅江戸東京編⑨芝の寺々の巻」中西淳朗

「月刊保団連』（845）28-29

｢西南戦役と神奈川県下の官修墓地（抄)」中西淳朗、松本

龍二「神奈川医学会雑誌」31(1)71

｢医史資料徳川時代の名古屋城・城下町と後世派医療」奈

倉道治「現代医学』51(3)515520

｢長寿社会とビタミン長寿社会への啓蟄近代医学発展に

貢献した伊勢地方の人々」西井易穗「ビタミン」78（2）

l"110

｢小石究理堂と北陸地方一越中高岡の場合一」正橋岡ll二「北

陸医史」25(1)2537

｢新出資料「樫園先生叢話jについて－高岡佐渡家文書か

ら（抄)」正橋剛二「日本医史学雑誌」50(1)124-125

｢千葉県における東洋医学の歴史」松下嘉一「全日本鍼灸学

会雑誌」54（4）568580

（
舌
冨
）
巾
嗣
鰕
如
囹
鰕
楯
澤
朴
母
幽
骨
国

卜
つ
の



”
つ
い カテーテルでも透析ができる」太田和夫「透析ケア」10

（9）985-989

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

不均衡症候群～名付けの親は？」太田和夫「透析ケア」

10(10)1()99-llO2

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

救われるのは誰か」太田和夫「透析ケア」10(11)1206-

1210

｢すこし歴史の話をしましょうかはじめての透析医療史

R本腎臓学会の誕生」太田和夫「透析ケア」10(12)

1324-1326

｢小児外科医の散歩道宮廷医学と陰陽師代替医療」大橋

映介「小児外科」36(11)1450-1451

｢【一般診療における消毒・滅菌】消毒法・滅菌法の歴史」

柿田章『日本医師会雑誌jl31(9)1377-1382

｢治療の歴史消化管治療内視鏡」加藤真子『治療学』38

(5)581-586

｢抗菌薬の開発と薬剤附性菌の歴史」紺野昌俊「日本臨床微

生物学雑誌」14(1)1-23

｢心不全の薬物治療の変遷(3)」篠山重威「BIOClinica」

19(5)461-466

｢癌化学療法の50年」菅野晴夫「癌の臨床j50(8)607-

616

｢治療の歴史わが国における慢性肝炎に対するIFN療法」

鈴木宏「治療学」38(9)10361039

「最初の受血者ローマ法王インノケンテイウスⅧ世（抄)」

隅田幸男「日本輸血学会雑誌」50(1)123-124

｢治療の歴史悪性リンパ腫の抗体療法」飛内賢正「治療学」

38(1)113-ll6

｢アレルギー免疫療法研究の歴史BlockingAntibodyの

発見に至るまで」長屋宏「喘息jl7(1)85-87

「アレルギー免疫療法研究の歴史Regulatory

(Supperssor)T細胞」長屋宏「喘息」17(3)73-77

「【微生物と抗菌薬】抗菌薬と感染症の歴史」那須勝

「MedicalDigestj53(1)1621

｢電磁波による生体影響の研究・治療の歴史」奈良圭之輔、

岩井信市、横地章生、小口勝司「日本医史学雑誌」50（2）

275289

｢電磁波による生体影響の研究・治療の歴史（抄)」奈良圭

之輔、岩井信市、横地章生、小口勝司「日本医史学雑誌」

50(1)94-95

｢蒔已の外科治療概念の考察（抄)」西巻明彦「日本医史学

雑誌j50(1)144-145

｢私のかかわった人工心臓開発と臨床応用の歴史的考察」仁

田新一「人工臓器j33(1)3-10

｢治療の歴史血圧測定」橋本潤一郎、今井潤「治療学』38
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医史学雑誌」50(1)102-103

｢江戸時代の天文科学者一麻田剛立」鹿毛敏夫「大塚薬報』

(6N)616

｢ルイス・デ・アルメイダとアルメイダ病院」宇都宮文夫

『アルメイダ医報」28（2）93-96

｢ルイス・デ・アルメイダとアルメイダ病院（そのⅢ)」宇

都宮文夫「アルメイダ医報」29(1)5-8

｢歴史に残る斯界の人々其の21石川太刀雄」「医道の日

本」63（9）口絵

｢先達医家の肖像<114>稲田竜吉(1874-1950)」酒井シヅ

「MEDICALDIGEST｣(390)表3

｢スペイン宮廷のヴェサリウス」泉彪之助『日本医史学雑誌』

50(4)591616

｢スペイン宮廷のヴェサリウス（抄)A」泉彪之助「日本医

史学雑誌」50(1)4041

｢英国老年医学の母ウオレンMarjoryWarren」小澤利

男「老人医学」42(10)1373-1375

｢医官、内田守と文芸活動」馬場純二「歴史評論」（656）

2032

｢古典あれこれエールリツヒと2人の日本人弟子」小川浩

司「JOHNSj20(10)1600-1607

｢大関和（ちか）年譜」上坂良子「医学史研究」（84）256‐

262

(2)227-231

｢【微生物と抗菌薬】地球の歴史と微生物のかかわり」橋本

一「MedicalDigestj53(1)2-7

｢インスリンー発見から今日」林予志美「愛知県病院薬剤師

会雑誌』32(1)2-10

｢吸入薬の使い分け吸入薬の意義と歴史吸入薬を上手に

使えるかどうかで、呼吸器専門医かと．うかが問われる」

福島健泰「医薬ジャーナル』40(11)2943-2950

｢人類の智慧痙痛克服の歴史痛みの電気治療の歴史電

気魚とライデン瓶」横田敏勝「Arthritis-運動器疾患と

炎症」2(1)6466

｢人類の智慧痒痛克服の歴史痛みの電気治療の歴史電

池の発明以後」横田敏勝「Arthritis-運動器疾患と炎症』

2(2)136140

｢人類の智慧痙痛克服の歴史痛みの外科的治療の歴史

前外側索切|析術」横田敏勝「Arthritis-運動器疾患と炎

症』2(3)216218
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｢言卜報赤堀昭先生」酒井シヅ、他「漢方研究」（393）32‐

36

｢済生学舎出身の細菌学者・浅川範彦について－野口英世の

伝染病研究所時代の師（抄)」唐沢信安、殿崎正明「日本
の
つ
め



｢外科病理の開拓者：太田邦夫先生」高山昭三「MODERN

MEDIAj50(2)42-45

｢太田正雄（木下杢太郎）のハンセン病研究について」松岡

弘之「歴史評論』（656）68-85

｢原老柳門人大野惟中に関する一資料の紹介」古西義麿「医

證」（98）37-45

｢億川家の解体調査を通じて知った憶川摂三先生」古西義麿

「医證」（98）2836

｢名塩の先達億川攝三先生を偲ぶ（抄)」中山沃「医證」（98）

67

｢億川攝三先生について（抄)」長門谷洋治『医證」（98）

6371

｢マイケル吉田のアメリカ通信WilliamOsler医師から学

ぶこと」吉田清和『JournalofClinicalRehabilitation｣13

(2)156158

｢青い血のカルテオルレアン公妃の冑潰瘍」早川智「産科

と婦人科』71(9)1234-1237

｢青い血のカルテスエーデン王カール12世の頭痛銃創」

早川智「産科と婦人科」71(11)1784-1787

｢｢養生ﾖ||」の現代的意義の考察貝原益軒の「食養生｣」田

中和子「秋田桂城短期大学紀要」(17)103-113

｢｢養生訓」の現代的意義の考察貝原益軒のウェルネスの

思想」田中和子「秋田桂城短期大学紀要』(16)113-121

。
［
ぬ ｢貝原益軒とその養生訓」岩崎輝明「綜合医学j27(4)1

｢貝原益軒の「養生訓」貝原益軒の考える理想の医師像

（抄)」藤田正一「柔道整復・接骨医学」12(3)261

｢桂田富士郎日本住血吸虫発見百年（抄)」小田晧二『医

證」（98）6263

「日本住血吸虫発見100年記念桂田富士郎先生の顕彰」

小田晧二「岡山医学同窓会報』(96)1-10

｢桂田富士郎（上・下）日本住血吸虫発見'㈹年」小田晧二

「日本医事新報」(41764177)3941,45-47

｢適塾門下生「備中都宇郡早島金光廉平」について（第一

報）（抄)」木村丹「医證」(98)61

｢【カポシ先生と皮膚病その100年の軌跡】Kaposiのハン

ドアトラスについて」小野友道「VisualDermatologyj3

(2)144

｢【カポシ先生と皮膚病その100年の軌跡】Kaposvar病院

とMorKaposiの歴史」NagyGyula｢Visual

Dermatology｣3(2)136141

｢【カポシ先生と皮膚病その100年の軌跡】MKaposiのハ

ンドアトラス祖父との再会」尾上薫「Visual

Dermatology｣3(2)143

｢【カポシ先生と皮膚病その'㈹年の軌跡】MoritzKaposi

(1837-1902)について」板倉英世「VisualDermatologyj

3(2)134-135
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｢【カポシ先生と皮膚病その100年の軌跡】土肥慶蔵教授

のKaposi教授への追'|卓文」小野友道「Visual

Dermatology｣3(2)130132

｢賀茂真淵の死因」杉浦守邦「医證」(98)1527

｢河田鱗也の著作について」松本康博『日本歯科医史学會々

誌』25(3)143-146

｢鑑真和上と視力障碍」稲垣直『ぐんしよ」17(3)24-29

｢近代上海における岸田吟香の医薬事業について(1860~

1890)(抄)」丁蕾「日本医史学雑誌」50(1)122-123

｢孤高の外科医ギヨーム・デュピュイトラン男爵(1777-

1835)(抄)」小林晶『日本手の外科学会雑誌』21(1)

S107

｢歴史に残る斯界の人々其の19久木田伊助」『医道の日

本」63（7）口絵

｢軍医小池正直の一書簡」高橋陽一「日本医事新報」(4181)

39-41

｢20世紀前半の「脳病理学」における「全体論」の歴史的

背景と現代の神経心理学、（精神）医学、人文学、諸科学

との関連KurtGoldsteinの考想を中心に」濱中淑彦「精

神医学」46(11)12251233

｢歴史に残る斯界の人々其の2O後藤真一」｢医道の日本」

63（8）口絵

｢歴史に残る斯界の人々其の22小林勝馬」「医道の日本」

63(10)口絵

｢M･Lゴルドン創始京都現存最古の私立幼稚園（抄)」

半井英江『医證」（98）55

｢先達医家の肖像<113>NikolaiSergeevichKorotkov

(Korotkoff)(1874-1920)」酒井シヅ『MEDICAL

DIGEST｣(389)表3

｢斎藤眞教授と脊椎麻酔」松木明知「麻酔」53（増刊)70-

80

｢佐伯理一郎とペンシルバニア大学留学一大学便覧(1887

～88）から得た若干の知見（抄)」渡辺昭彦「日本医史

学雑誌」50(1)3031

｢日本大学歯学部創設者佐藤運雄先生の略歴並びに著書に関

する知見補遺（抄)」工藤逸郎、三宅正彦、見崎徹、金山

利吉、西山實、小室歳信、太田肇、佐藤孜『日本歯科医

史学會々 誌」25(4)212

｢藝文風土記ドクトル佐藤進の足跡常陸太田市、行方郡

麻生町ほか」「常陽藝文』(250)l-ll

｢医者も知りたい医者のはなしシーボルト事件シーボル

トについて」木村專太郎「臨床整形外科」39（6）810‐

814

｢医者も知りたい医者のはなしシーポルト事件シーボル

ト事件と帰国後のシーボルトについて」木村專太郎『臨

床整形外科』39(8)1082-1086
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園
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｢郷土のほこり・・福岡の先賢医師83-86シーボルトの役

目第1回～第4回」木村專太郎「福岡県医報j(1331-

1334)22-23,1617,1618,24-27

｢古典あれこれシーボルトと医学的背景一第1部:18-19

世紀にかけての医学一」犬山征夫「JOHNSj20(2)262-

268

｢古典あれこれシーボルトと医学的背景一第2部：日本で

の活躍と事件一」犬山征夫「JOHNS｣20(3)514-521

｢ある医学史家の歩みシッパーゲス教授をしのんで」真壁

伍郎「綜合看護』39(1)1521

｢，．B・シモンズ知見補遺（抄)」荒井保男「日本医史学

雑誌j50(1)69

｢先達医家の肖像<117>RichardShope(1901-1966)」酒

井シヅ「MEDICALDIGEST｣(393)表3

｢ビタミン発見と鈴木梅太郎博士」岩城耕一郎「日本臨床栄

養学会雑誌』25(4)313-314

｢関場不二彦の著述第1報氏の性格について」秦温信、

松岡伸一、関谷千尋、佐野文男、島田保久、鮫島夏樹

「北辰」（6）2834

｢関場不二彦の未発表原稿｢西医学東漸史話補遺」について」

秦温信、島田保久、長瀬清「日本医史学雑誌」50（3）

44g451

｢鍼灸界に関する代田文誌先生の功績」多留敦文「臨床針灸』

19(1)78-95

｢医のことば病気を診ずして病人を診よ高木兼寛

(1849-1920)」荒井保男「新薬と治療』54(3)35-37

｢メタアナリシスによる高木兼寛の実験航海の再検証」城戸

秀倫、佐々木洋平、東純央、浦島充佳、景山茂「東京慈

恵会医科大学雑誌」119(4)279-285

｢高木兼寛とビタミン」松田誠「東京慈恵会医科大学雑誌j

119(2)177-188

｢明治を駆けた麦飯男爵・高木兼寛（抄)」山崎洋次「日本

腹部救急医学会雑誌j24(2)264

｢高松凌雲(1836～1916)とフランス（抄)」小林晶「日本

医史学雑誌j50(1)llOlll

｢高血圧研究の偉人高峰讓吉」菅野富夫「血圧jll(12)

1369-1372

｢高山坦三先生と医史学」島田保久「北辰』（6）3538

｢歴史に残る斯界の人々其の13竹山晋一郎」「医道の日

本」63(1)口絵

｢日本肢体不自由教育に遺した田代義徳の功績（抄)」杉浦

守邦「医證」（98）5657

｢血脇守之助の親友田原利（抄)」山岸東太郎、森山徳長、

長谷川正康、石川達也「日本歯科医史学會々誌』25（4）

211

｢HISTORY田原結節」須磨幸蔵「BIOClinica｣19(9)
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「日本医史学雑誌」50(1)132-133

｢長与専斎と「衛生意見」の意義（抄)」笠原英彦「日本医

史学雑誌」50(1)112-113

｢近代医学への道を歩んだ西井格太郎の履歴（抄)」西井易

穂「日本医史学雑誌」50(1)150-151

｢随想老人医学米国老人医学の父Nascherとその後の発

展」小澤利男「老人医学』42(11)1509-1511

｢野口英世研究の軌跡」高添一郎「文』(74)1-5

｢野口英世七言絶句と油絵」小柴健『文」(74)310

｢野口英世若き日の肉声」井出孫六『文』（74）6－8

｢野口英世の遺産」山口真也「文」(74)11

｢野口英世の肖像を用いた新紙幣の研究（抄)」森山徳長

「日本歯科医史学會々誌」25（4）208

｢高血圧研究の偉人FrcdericCrosbyBartter」川崎晃一

「血圧」1l(7)735740

｢医学史随想華岡青洲をめく．る史話余録」泉雄勝「乳癌の

臨床」19(1)53-56

｢華岡青洲と「乳巖治験録」（抄)」松木明知『日本歯科麻酔

学会雑誌』32（4）476

｢華岡青洲に関する研究・最近の知見麻沸散による全身麻

酔下乳癌手術施行200周年を記念して」松木明知「日本

医事新報」(4174)41-44

｢先達医家の肖像<ll6>SirGodfreyHounsfield(1919-2m4)」

753-758

｢世界の心臓学を拓いた田原淳博士「田原の手紙」への想

い（抄)」島田宗洋「不整脈」20(1)82

｢世界の心臓学を拓いた田原淳博士祖父田原淳を語る

（抄)」村山暁「不整脈』20(1)82

｢世界の心臓学を拓いた田原淳博士田原淳の生家（抄)」

中嶋同ll一郎「不整脈」20(1)82

｢世界の心臓学を拓いた田原淳博士田原淳のふるさとと安

岐町（抄)」島田達生「不整脈」20(1)81

｢世界の心臓学を拓いた田原淳博士ドイツ留学と刺激伝導

系の発見への道程（抄)」須磨幸蔵「不整脈」20(1)82

｢田原淳先生からのメッセージ（抄)」藤田恒夫「不整脈」

20(1)85

｢腎臓の探究史糸球体構成細胞を明らかにしたツイメルマ

ン」坂井建雄「腎臓』27(1)3541

｢名医探訪傳青主とその医学」載昭宇「中医臨床』25(1)

38-41

｢ナイチンゲールに倣う実践知」小澤道子「聖路加看護学会

誌』8(1)52-53

｢歴史に残る斯界の人々其の十七中谷義雄」「医道の日

本」63（5）口絵

｢中野康章と大|司薬室文庫現在の利用状況と今後のデジタ

ルアーカイブ化について（抄)」野尻佳与子、青木允夫
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酒井シヅ「MEDICALDIGEST｣(392)表3

｢樋口一葉の病歴」白崎昭一郎「北陸医史」25(1)1-9

｢歴史に残る斯界の人々其の23平川荘作」『医道の日本」

63(11)口絵

｢翅楚・平野革鉛を訪ねて」大友一夫「東静漢方研究室』27

(1)37-46

｢江戸時代後期の町医者平野重誠の背景一著書と墓地を中心

に－（抄)」中村節子「神奈川医学会雑誌」31(2)167

｢江戸時代の看護書「病家須知」の著者平野重誠の背景一家

系を中心に（抄)」中村節子、平尾真智子「日本医史学雑

誌』50(1)22-23

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴ドイツ

外科学の源流」佐藤裕「臨床外科」59(1)56-58

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴Billroth

一門と甲状腺外科」佐藤裕「臨床外科」59(2)178-180

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴1873年

12月31日、「喉頭癌」を切除す！」佐藤裕「臨床外科』

59（4）4“-468

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴Billroth

と災害救助医療と看護婦育成」佐藤裕「臨床外科」59（6）

726728

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴ビル

ロートゆかりの地の紹介」佐藤裕「臨床外科」59（7）

8"-"l

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴Billroth

に師事した日本人医師」佐藤裕「臨床外科」59（8）

1028-1031

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴佐藤進

の「外科通論｣」佐藤裕「臨床外科」59(9)1172-1175

｢近代腹部外科の開祖:Billrothビルロート余滴ミクリッ

チによるビルロートの蓋棺録」佐藤裕「臨床外科」59

(10)1314-1318

｢近代腹部外科の開祖Billrothビルロート余滴ビルロート

「医師（医士）のあり方」を論ず」佐藤裕「臨床外科」59

(12)1453-1455

｢高血圧研究の偉人BjornFolkow」神谷暗「血圧jll(2)

201-203

｢歴史に残る斯界の人々其の15深谷伊三郎」「医道の日

本』63（3）口絵

｢高血圧研究の偉人EdwardDFreis」荒川規矩夫『血圧」

11(6)635-639

｢ホワイト・ヘブン・サナトリウムとローレンス･F･フ

リック医師（抄)」青木國雄「日本医史学雑誌」50(1)

18-19

｢先達医家の肖像<112>AlexanderFleming(1881-1955)」

酒井シヅ「MEDICALDIGEST｣(388)表3
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｢歴史に残る斯界の人々其の16間中喜雄」「医道の日本」

63（4）口絵

｢曲直瀬玄朔の著作の諸問題一「山居四要抜粋」『済民記」

は玄朔の著作か」遠藤次郎、中村輝子「日本医史学雑誌｣

50（4）547-弱8

｢歴史に残る斯界のの人々其の18丸山昌朗」「医道の日

本」63（6）口絵

｢東京養育院医員時代の光田健輔について（抄)」平井雄一

郎「日本医史学雑誌』50(1)104-105

｢こだまするいのちおさなどに生きた三宅廉博士の生涯を

通して（抄)」松村武男「喘息」17(3)73-77

｢向井玄升と西洋医学について（抄)」ヴォルフガング・ミ

ヒエル「医證」（98）63“

｢オットーモーニッケの博物学研究（抄)」相川忠臣「日本

医史学雑誌』50(1)114-115

｢医のことば森鴎外（林太郎)(1862-1922)」荒井保男

「新薬と治療』54(5)31-35

｢神農本草経のABC森立之と神農本草経」小根山隆祥

「漢方療法」8(3)208213

｢山極勝三郎先生と日本の発がん研究」杉村隆「信州医学雑

誌』52(2)114-121

｢中津藩医山辺文伯と産育編について（2）（抄)」石原力

「日本医史学雑誌」50(1)32-33

｢知られざる科学者ペテンコーフェル第1話、第2話」

植木絢子「ミクロスコピア』21(3-4)2"211,274-279

｢青い血のカルテローマ皇帝へリオガバルスの性同一性障

害」早川智『産科と婦人科』71(8)1076-1080

｢ヘロデ王の糖尿病」早川智「産科と婦人科」71(12)

l"2-1"5

｢A､F・ボードインの大坂病院における診療記録と眼科記録

ノート（抄)」中山沃「日本医史学雑誌」50(1)118119

｢古典あれこれ日本の医学教育に貢献したポンペーそのl-

2－」犬山征夫「JOHNS｣20(89)11581162,1470-1475

｢昭和の古典医学的鍼灸集団「経絡治療」派の群像本間

祥白」藤原知「医道の日本」63(9)197-199

｢人と時代ジャワ号の航跡ローベルト・マイヤー、エネ

ルギー保存則の提唱【後編】」舩引龍平『ミクロスコピア』

21(1)36-41

｢歴史に残る斯界の人々其の14増永静人」「医道の日本」

63（2）口絵

｢京都大学整形外科学教室初代教授松岡道治先生の業績

（抄)」廣谷速人「日本医史学雑誌j50(1)148149

｢松尾芭蕉と眼屈折異常（上)」秋谷忍『日本医事新報』

(4193)41-44

｢高血圧研究の偉人jamesWilliamMCCubbin」柊山幸志

郎『血圧」l1(9)1"5JM7
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｢与謝蕪村の死因」杉浦守邦「啓迪」(22)9-17

｢医者も知りたい医者のはなし蘭医学事始・吉雄耕牛につ

いて」木村專太郎「臨床整形外科』39(2)184-187

｢正骨家吉原杏蔭斎に関する新資料とその門下生（抄)」蒲

原宏、川嶌眞人『日本医史学雑誌」50(1)162-163

｢再考・吉益東洞吉益東洞の医説と臨床」安井廣迪「日本

東洋医学雑誌」55(1)88102

｢歴史に残る斯界の人々其の二十四米山博久」「医道の

日本」63(12)口絵

｢書簡からみる日本におけるリンダ・リチャーズの活動（そ

の1-2)」小野尚香、坂本清音「医證』(98)%120,77-95

｢李東垣の養生思想（抄)」東郷俊宏「日本東方医学会抄録

集」19

｢リンダ・リチャーズ来日直後の足跡（一八八六年、横浜か

ら京都へ）（抄)」岡山寧子、依田和美『日本医史学雑誌」

50(1)24.25

｢先達医家の肖像<115>SirThomasLewis(1881-1945)」

酒井シヅ「MEDICALDIGEST｣(391)表3

｢魯迅と仙台」山本敏行「日中医学」19(1)27

⑨
［
ぬ ｢青い血のカルテフランス王アンリ2世の頭部外傷パレ

とヴェサリウスの併診」早川智「産科と婦人科」71(7)

932-937

｢石黒忠惠と野口英世一石黒不円文庫調査第1報（抄)」町

泉寿郎、小曽戸洋「日本医史学雑誌」50(1)108-109

｢福田思想にみる行基と忍性の福祉的実践の比較奈良時代

と鎌倉時代を比較して」高田みつ子「杏林大学研究報

告一教養部門』21()l-ll

｢クジラ・ゾウ・ゴリラとの出会い13人の恩師を偲んで－」

神谷敏郎「ミクロスコピアj21(2)108112

｢人と時代田原淳と宇良田唯たち－カッセルでの寧日一」

須磨幸蔵『ミクロスコピア」21(1)42-44

｢医薬品情報SELIMICから医薬分業の歴史考証：封建

領主（名君）2人の関わり方テロ（毒殺）防止を図つ

たうリードリッヒ2世と毒殺で将軍になった吉宗？」柴

田徹一「あいみつぐ」25(2)13-25

｢松本順と北海道（Ⅱ）－本道で活躍した門下・門弟の足跡

一」宮下舜一「北辰』(6)2-15
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42伝染病史・防疫史

｢生活史を語ることの困難一あるハンセン病者の語りから

－」蘭由岐子「歴史評論」（656）33-43

｢生物．化学兵器の恐怖生物・化学兵器の歴史7-8わが

41伝記（双伝）

｢ルイス．デ・アルメイダとポンペ・ファン・メールデル

フオールト」相川忠臣『日本医事新報」(4198)39-43



国が行った生物・化学兵器の研究と実践」石倉俊治「薬

局」55(1,3)117-120,15861589

｢近代横浜における天然痘・種痘統計の分析（抄)」市川智

生「日本医史学雑誌』50(1)6263

｢日本における検疫の歴史と軍隊」加辺純雄「防衛衛生」51

(5-6)99-105

｢19世紀後半の神奈川県における天然痘と種痘の状況（抄)」

川部裕幸「日本医史学雑誌」50(1)5859

｢コレラに対する禁忌食品の時代的変遷（抄)」佐分利保雄

「神奈川医学会雑誌』31(1)72

｢小児感染症の変遷」城宏輔「小児保健研究」63（増刊）

136138

｢GHQ文書による占領期のハンセン病関係史料の研究(抄)」

杉田聡、丸井英二「日本医史学雑誌」50(1)6061

｢江戸時代の梅毒をめぐる意識について（抄)」鈴木則子

「日本医史学雑誌」50(1)64-65

｢江戸時代の麻疹と医療一文久2年麻疹騒動の背景を考える」

鈴木則子「日本医史学雑誌』50(4)501-546

｢｢ペスト残影」に書残したこと（抄)」滝上正「神奈川医学

会雑誌」31(1)72-73

｢ペスト検疫はなぜ40日だったか」滝上正「日本医事新報」

(4198)43-45

｢わが国の癩（らい）対策における隔離の時代的変遷」成田

稔「歴史評論」（656）2－19

｢私立癩療養所「慰廃園」考」平井雄一郎「歴史評論」（656）

44-56

｢レジオネラ感染症水系感染源に注意レジオネラ症の歴

史的背景」増田道明「Mebio｣21(12)57-62

｢感染症と私人生の一軌跡師と心友と(2)」松本慶蔵

『臨床と微生物」31(1)90-93

｢草津湯の沢ハンセン病自由療養地の研究（Ⅳ）栗生楽泉園

と湯の沢の人々」森修一、加藤三郎、横山秀夫、田中梅

吉、兼田繁「日本ハンセン病学会雑誌」73(1)4763
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43東洋医学史・伝統医学史

｢漢方医術の神髄を問う（上)」青木すみゑ「経絡鍼療」36

（7）39-45

｢｢長沙走馬模三國呉簡・竹簡」にみる病名について（抄)」

猪飼祥夫「医證j(98)53-55

｢｢杉山真伝流」家元・和田家（幕府鍼科医官）の名称につ

いて（抄)」大浦慈観「日本東洋医学雑誌』55（別冊）

167

｢目でみる漢方史料館(191)杉山和一検校・没後三百十年」

大浦宏勝「漢方の臨床』51(7)866868

｢目でみる漢方史料館(192)杉山流の奥義書「杉山真伝流j」

大浦宏勝「漢方の臨床」51(8)1018-1020
い
〔
ぬ



｢杉山検校遺徳顕彰会所蔵の「杉山真伝流｣」大浦宏勝、小

曽戸洋「日本医史学雑誌』50(2)223"242

｢｢杉山真伝流」の継承者たち－江戸中期鍼灸術の精粋・杉

山真伝流を完成・継承した人々（抄)」大浦宏勝・花輪壽

彦、石野尚吾「日本医史学雑誌』50(1)70-71

｢大塚敬節による「類聚方広義」解釈（39-42)」大塚賢治、

渡辺洋井『漢方の臨床」51(5-6,8-9)653-660,795-805,

1089-1096,1209-1221

｢日中医学交流史12.中日における挿絵のある医学書を語

る（中国編)」郭秀梅「日中医学」18(6)24"27

｢日中医学交流史13.中日における挿絵のある医学書を語

る（日本編)」郭秀梅「日中医学」19(1)28-31

｢日中医学交流史14.近代の史学者達の中日医学交流への

貢献」郭秀梅「日中医学」19(2)18-20

｢私はこう思う伝統鍼灸とは何か真の伝統鍼灸の誕生に

期待する」形井秀一「医道の日本」63(9)133-135

｢漢方製剤の医史学補遺（抄)」菊谷豊彦「神奈川医学会雑

誌」31(1)71-72

｢漢方製斉l1の医史学的検討（抄)」菊谷豊彦「日本医史学雑

誌」50(1)10012

｢【威力を発揮する中医外科療法】系譜明清代の中医外科

の流派について」黄埠「中医臨床」25(1)24-28

｢古医書のはなし①現存する伝統医学古書の数」小曽戸洋

”
［
の 「漢方と鍼」28（2）6

｢古医書のはなし②最古の医書目録一『漢書』芸文志・方技」

小曽戸洋「漢方と鍼」28（3）5

｢考証医学の人々 とその業績」小曽戸洋「杏雨」(7)93-108

｢馬王堆「五十二病方』の灸療法（抄)」小曽戸洋「日本東

洋医学雑誌』55（別冊)168

「目でみる漢方史料館(184)矢数道明先生賛神農画像（そ

の2)」小曽戸洋「漢方の臨床」51(1)2-4

｢目でみる漢方史料館(189)多紀元堅編の「名医彙論｣」小

曽戸洋「漢方の臨床」51(5)574-576

｢目でみる漢方史料館(190)陶弘景の筆跡と肖像」小曽戸

洋「漢方の臨床」51(6)714-716

｢目でみる漢方史料館(195)南宋版「諸病源候論j－最古

の善本」小曽戸洋『漢方の臨床』51(11)1474-1476

｢目でみる漢方史料館(193)岡田昌春と「水志｣」小曽戸洋、

町泉寿郎「漢方の臨床」51(9)11701172

｢目でみる漢方史料館(194)「八大家医伝』の稿本・刊本・

版木」小曽戸洋、町泉寿郎『漢方の臨床」51(10)1330-

1332

｢目でみる漢方史料館(196)矢数道明先生顕彰碑竣工」小

曽戸洋、真柳誠「漢方の臨床」51(12)16261628

｢｢外臺秘要方」巻39に引用される『明堂」条文について

（抄)」木場由衣登「日本医史学雑誌j50(1)7879
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｢日中医学交流史1l.中国晴一唐時期と日本飛鳥一奈良一

平安時期の医学教育」部浦、魯紅梅「日中医学』18(5)

2629

｢大滝秀穂『中国仏教石窟を訪ねて｣」白崎昭一郎「福井県

医師会だより』（512）34-35

｢｢金置要略』禽獣魚虫禁忌井治第24平成新釈(1-3)」杉

山広重「漢方の臨床」51(6,9-10)806-815,1284-1289,

14261432

｢『金置要略』食忌篇（第24・第25）の釈義へのアプロー

チ」杉山広重「漢方の臨床」51(4)527-540

｢意釈「審視揺函』（傳仁宇著)(1-7)」孫基然、黒木悟、安

井廣迪「漢方の臨床j51(1,7-12)146-150,948-952,1097-

ll01.1271-1274,1421-1425,1538-1542,1729-1732

｢現代鍼灸と杉山検校の業績について」高橋昇造「経絡鍼療」

36（8）34-50

｢錦小路家学館開講史料」田崎哲郎「啓迪」(22)18-20

｢医在厨房医学のはじまり」辰巳洋「伝統医学」7(1)32

｢易学の成立と展開－その思想と理論」舘野正美「東アジ

ア文化総合研究』(3)96107

｢MedicineBasedontheTao:APhilosophyofMedicine

fortheWorldofGlobalization」舘野正美「EastAsia

CultureSeminar::GlobalizationandEastAsian

Culturejl77-188

｢Lao-tzu'sTaoandanAncientChinesePhilosophyof

Medicine:APhilosophicalBackgroundofTraditional

ChineseMedicine」舘野正美「日本大学人文科学研究所

研究紀要」(68)31-45

｢山田業広著「金置要略集注』訓読（27-28)」千葉古方漢方

研究会「漢方の臨床』51(2,8)262-267,1102-1108

｢日中医学交流史16.「重訂解体新書』の完成と「医学原

始」の引用」陶恵寧「日中医学」19(4)28-31

｢豊浦元貞「豊浦遺珠jと刺絡（抄)」友部和弘、長野仁、

小曽戸洋、花輪壽彦、石野尚吾『日本東洋医学雑誌」55

（別冊)166

｢階唐期脈状記載との比較による24脈状の検討（抄)」中川

俊之「日本医史学雑誌』50(1)74-75

｢気の概念（歴史上出典に拠る考察)」永田弘「福岡医師漢

方研究会会報j25(7)4549

｢日本鍼灸小史祖脈の形成史脈状の分類が生み出す身体

観と疾病観」長野仁「鍼灸OSAKA｣20(2)217-229

｢はりをたてやいとをすえるいやしとくらしひらがな日本

鍼灸史（抄)」長野仁『全日本鍼灸学会雑誌」54（3）

328-329

｢目でみる漢方史料館(188)「鍼科便蒙』にみえる鍼立の施

術風景」長野仁「漢方の臨床」51(4)438440

｢五行学説に関連して」中村璋八『斯文」(112)94-107
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流れ」濱田稔夫「漢方研究j(392)2-3

｢｢霊枢」に見える「針」字と「鍼」字（抄)」堀江奨「日本

医史学雑誌』50(1)84-85

｢伊藤鹿里家伝の漢方医書吉益南涯・中川修亭（抄)」町

泉寿郎、小曽戸洋、石川尚吾、花輪壽彦「日本東洋医学

雑誌」55（別冊)166

｢｢昭和鍼灸の総括」が切り開いた地平ポスト・カリスマ

の時代の鍼灸理論」松田博公「経絡治療」(157)18-20

｢台湾訪書志I故宮博物院所蔵の医薬古典籍(15-21)」真

柳誠「漢方の臨床」51(2-5,7-9)279-285,412-418,541-546,

670-673,973-977,1139-1145,130513的

｢中国における村医の養成と医学教育一はだしの医者の再訓

練（抄)」三橋かほり「日本医史学雑誌』50(1)100101

｢湯島聖堂倉公伝講義［12］最終回」宮川浩也「医道の日本」

63(2)185-190

｢私はこう思う伝統鍼灸とは何か10()年前の技術を踏襲

している伝統鍼灸は存在するか」宮川浩也「医道の日本」

63(9)135136

｢目でみる漢方史料館(186)4世神戸源蔵製「九鍼｣」宮川

浩也、天野陽介「漢方の臨床』51(2)178-180

｢目でみる漢方史料館(187)大英図書館所蔵の敦埠医薬文

書(2)」宮川浩也、真柳誠「漢方の臨床」51（3）302‐

304

｢中国おける医療と本草の歴史1-4」難波恒雄「漢方医薬新

聞』(343-346)6,6,6,10

｢中国における医療と本草の歴史Ⅱ」難波恒雄「漢方医薬新

聞」(348350)10,6,9

｢中国における医療と本草の歴史Ⅲ薬物療法の「君臣佐使」

の考え方はAd500-600年すでに整っていた」難波恒雄

「漢方医薬新聞」（352）9

｢中国における医療と本草の歴史Ⅲ薬物に関するあらゆる問

題点を12条に網羅」難波恒雄「漢方医薬新聞』(353)6

｢中国における医療と本草の歴史Ⅲ上中下薬の思想」難波恒

雄『漢方医薬新聞」（355）9

｢中国における医療と本草の歴史m4I諸病原候論」を撰修、

魏晋以後の医療経験を集大成階唐代の本草①」難波恒

雄「漢方医薬新聞」（356）6

｢中国における医療と本草の歴史Ⅲ中国の薬局方第1版「新

修本草｣､ヨーロッパの外来新薬収載階唐時代の本草②」

難波恒雄「漢方医薬新聞」(357)10

｢中国における医療と本草の歴史Ⅲ鑑真来日で医薬伝播、正

倉院薬物今も残存晴唐代の本草③」難波恒雄「漢方医

薬新聞』（358）6

｢証を考える証の変遷について（上)」花輪壽彦『漢方研

究」（394）387-392

｢炎帝・神農伝説中国伝統医学（漢方）の起源と日本での
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44内科史

｢輸血の今昔」神谷忠「名古屋医史談話会会報」(35)1-5

｢この五十年の日本の内科学」酒井シヅ『日本内科学会関東

地方会第5M回記念誌』3筆7

｢血球形態学の歴史顕微鏡の発明・改良と血球の発見」柴

田昭「日本検査血液学会雑誌」5(1)3.9

｢血球形態学の歴史血球形態学の確立」柴田昭『日本検査

血液学会雑誌」5(2)143-150

｢血球形態学の歴史血球形態学の時代」柴田昭「日本検査

血液学会雑誌』5（3）283-288

｢日本の血液学本邦血液学の発展期基礎血液学者の群像

(4)」柴田昭「血液フロンティア」14(2)272-278

｢日本の血液学本邦血液学の発展期臨床血液学の台頭

(1)」柴田昭「血液フロンティア」14(3)448戸454

｢日本の血液学本邦血液学の発展期臨床血液学の台頭

(2)」柴田昭「血液フロンティア」14(4)626-631

｢日本の血液学血栓止血領域血小板研究の歴史」柴田昭

「血液フロンティアj14(6)930936

｢日本の血液学血栓止血領域血液凝固の研究小史」柴田

昭「血液フロンティア』14(7)1084-1()"

｢日本の血液学血栓止血領域線維素溶解現象及び播種性

血管内凝固(DIC)」柴田昭「血液フロンティア」14(8)

1262-1267

｢｢先府君養庵先生行状j記そのl－その4（終)」宮崎綾

子「漢方の臨床」51(1,4,7,12)151-156,522-526.962-967,

1744-1747

｢韓国の東洋医学について」宮崎瑞明「千葉県医師会雑誌」

弱（6）345348

｢学生のための傷障論講義横浜市立大学東洋医学研究会傷

寒論講義(18)」森由雄『漢方療法』7(10)56-64

｢日本漢方の復興現代の系譜」山田光胤「漢方の臨床」51

（3）32“32

｢筍庵ひとりごと漢方は日本独自の伝統医学（中医学と違

う漢方)」山田光胤「漢方療法」8(1)4-5

｢資料でたとﾐる日本鍼灸史[31-34]－岡本一抱の鍼灸②一

⑤－」山本徳子「医道の日本』63(2-5)182-184,178-179,

182-183,155156

｢資料でたどる日本鍼灸史［35-38］－本郷正豐の鍼灸①④

－」山本徳子『医道の日本」63(6-7,9､12)168-169,165-

167,178181,187-1"

｢道教と中国医学（第24回）『太上感応篇」（抄)」吉元昭治

「日本医史学雑誌』50(1)142-143

｢日中医学交流史15.漢方診療にみる日中患者の違い」魯

紅梅「日中医学」19(3)34-37
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｢日本の血液学輸血医療のあゆみ（そのl)」柴田昭「血

液フロンティア』14(9)1426-1431

｢血栓止血学のマイルストーン血友病AとB」藤巻道男

「日本血栓止血学会誌』15(4)370-371

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱赤血球膜における細胞

骨格の超微構造」八幡義人「血液フロンティア」14(1)

12C130

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱赤血球膜蛋白質研究の

先兵:Spectrin」八幡義人「血液フロンティアj14(2)

262-270

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱膜蛋白質の連繋役

Ankyrin赤血球領域を越えて」八幡義人「血液フロン

ティア」14(3)432-446

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱膜脂質二重層内の盟主

Band3:赤血球膜、腎尿細管性アシドーシス、血液型を

めぐって」八幡義人「血液フロンティア」14(4)608-

625

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱核内にも存在する膜骨

格蛋白質Protein4.l」八幡義人「血液フロンティア」14

（5）754-764

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱我が国で注目されてい

るProtein4.2」八幡義人「血液フロンティア」14(6)

918928

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱当てが外れた

Glycophorinの明暗」八幡義人「血液フロンティア」14

(7)10701082

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱赤芽球分化と膜蛋白質

の発現」八幡義人「血液フロンティア」14(8)1250-

1261

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱病態解明にヒントを与

えた赤血球の楕円形状」八幡義人「血液フロンティア」

14(9)1412-1424

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱Spectrin遺伝子変異か

ら見た遺伝性楕円赤血球症そのGenotypeと

Phenotype」八幡義人「血液フロンティアj14(10)

1634-1643

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱遺伝性楕円赤血球症の

病因Protein4.lなどの遺伝子異常」八幡義人「血液フ

ロンティア」14(11)18161828

｢赤血球膜に秘められた歴史の小箱遺伝性球状赤血球症

膜疾患の代表格」八幡義人「血液フロンティア」14(12)
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45皮膚科史

｢VonDemGrauBisZumBuntナチ第三帝国時代のドイツ

皮膚科医のこと(1)」上野賢一「皮膚科の臨床」46(1)



卜

46泌尿器科史

｢日本における皮膚科・泌尿器科分離小史泌尿器科学独立

史」友吉唯夫「医学史研究」（84）239246

85-87

｢VonDemGrauBisZumBuntナチ第三帝国時代のドイツ

皮膚科医PaulLinserとその弟子たち」上野賢一「皮膚

科の臨床」46(3)45g462

｢VonDemGrauBisZumBuntナチ第三帝国時代のドイツ

皮膚科医その他の被迫害者(1-2)」上野賢一「皮膚科

の臨床」46(4-5)609-613,747-750

｢VonDemGrauBisZumBuntナチ第三帝国時代のドイツ

皮膚科医LeovonZumbuschのこと(1-3)」上野賢一

『皮膚科の臨床」46(7-9)10251028,1163-1165,13051308

｢VonDemGrauBisZumBuntナチ第三帝国時代のドイツ

皮膚科医（26）アメリカへの亡命者」上野賢一「皮膚科

の臨床」46(11-12)1687-16",1861-1864

｢皮膚科医学史南蛮紅毛流盲薬の諸々大乙膏の研究」中

西淳朗「皮膚病診療』26(9)1204-1205

｢皮膚科医学史南蛮紅毛流膏薬の諸々ある阿蘭陀外科秘

集」中西淳朗「皮膚病診療」26(10)1338-1340

｢皮膚科医学史南蛮紅毛流膏薬の諸々春林軒の盲薬」中

西淳朗「皮膚病診療』26(11)14501452

｢皮膚科医学史南蛮紅毛流膏薬の諸々塩見流膏方便覧を

めぐって」中西淳朗「皮膚病診療」26(12)1574-1576

｢皮膚科医学史PaulLangerhansの生涯評価に100年を

要した天才」矢野武「皮膚病診療』26（4）500504

47病院史

｢【いま求められる済生会らしさ「医療・福祉の質」の向上

を目指して】済生会の成立と医療・福祉の展開」有光和

雅「済生』(898)511

｢兵部省病院（京都）の新知見（抄)」中山沃「医證」（98）

58-59

（
召
寓
）
叩
ｍ
鰈
抑
鴎
鰕
棉
澤
朴
思
幽
持
国

49病理学史

｢悪性リンパ腫のすべて病理分類悪性リンパ踵分類の歴

史的変遷とその背景」一迫玲「血液・腫瘍科」49

(Supple.4)156164

｢癌病理学、細胞病理学から見た50年本誌を通じて」

田中昇「癌の臨床」50(8)59M05

51仏教医学史

｢｢般若心経」の生理学」上野陽里『医学史研究」（85）39‐

43
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53放射線医学史

｢【頭頚部腫瘍の放射線治療がわかる】放射線治療の歴史と

展望」池田恢「JOHNS｣20(2)145148

｢X線発見後間もないウィーンと日本の対応」大場覚「日独

医報」48（4）568-586

｢わかりやすい放射線医学放射線医学確立への道を拓いた

人びと1-3」久保田進「放射線科学』47(9-11)310-312,

328331,359-361

｢【放射線治療学史】放射線治療学史(1)」舘野之男「日本

医学放射線学会雑誌」64(5,7)314-320.401-4"

｢放射線医学と病理学病理学のためのミニ放射線治療史」

舘野之男「病理と臨床』22(2,7)199-205,725733

｢癌放射線療法から見た50年」辻井博彦、大野達也、柳

剛「癌の臨床j50(8)651662

守
函
ぬ 124年会講演要旨集j(3)211

55麻酔学史

｢麻酔科学史の研究清水健太郎教授と日本麻酔科学会の創

立」松木明知「麻酔」53(2)201-209

57薬学史

｢〈すり徒然草日本の伝統薬陀羅尼助」伊藤恭子「から

だの科学』(238)118119

｢家伝薬「石田散薬」を検証する（抄)」上田直樹、寺澤雅

治、椿孝浩、松岡寛、志田保夫、伊奈郊二、山田健二

「日本薬学会124年会講演要旨集j(3)211

｢米穀の安全性とカビ毒（マイコトキシン）－黄変米研究史

から－」宇田川俊一、辰野高司「薬史学雑誌」39（2）

321-342

｢内藤記念<すり博物館蔵「耳石」について（抄)」海老原

寛人、遠藤次郎、中村輝子「日本薬学会124年会講演要

旨集」(2)118

｢江戸時代の輸入医薬品とその国産化の試み（2）「諸国産物

長」の検討（抄)」大代純也、中村輝子、遠藤次郎「日本

薬学会124年会講演要旨集」(2)118

｢楽しい薬理学ハイデンハイン教授の2人の弟子(2)」岡

部進『薬局』55（7）2273-2277
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54本草学史・博物学史

｢小野蘭山と尾張本草学」遠藤正治「名古屋医史談話会会報』

(34)1-7

｢｢草木図説』第1畉（巻l-5)の出版の歩み」幸田正孝「慾

斎研究会だより』(102)2-8

｢｢草木図説』の遣槁研究（第1報)CD化に成功した「江

崎家草部稿本」にみる未収載植物（抄)」田中俊弘、酒井

英二、水野瑞夫、遠藤正治、江崎孝三郎『日本薬学会



史料について」中山孝子、杉本是孝「日本歯科医史学

會々 誌」25(3)126-132

｢東大寺正倉院の香りから日本のアロマテラピーの源流を探

る香薬の民俗の観点より」長谷川弘江「アロマテラ

ピー学雑誌』4(1)1-5

｢衣服用防虫剤「藤澤樟脳」の100年(4)新製品のPR-

新聞広告の利用一」服部昭「薬史学雑誌」39（2）286‐

291

｢衣服用防虫剤「藤澤樟脳」の100年(5)顧客対応と品質

保証」服部昭「薬史学雑誌j39(2)315320

｢小杉放庵「炎帝・神農採薬図｣」濱田稔夫『いずみ」51(9)

12-13

｢注目されるアルドステロンの臓器障害アルドステロン発

見の歴史」福地總逸「腎と透析」57（5）568-573

｢歴代アメリカ薬局方(USP-NF)に収載された生薬及びそ

の試験法（抄)」牧野利明、鹿野美弘「日本薬学会124年

会講演要旨集」(3)212

｢｢草木図説」稿本のデジタル画像一稿本の来歴と未刊植物

の紹介I」水野瑞夫、江崎孝三郎、田中俊弘、酒井英二、

遠藤正治『慾斎研究会だより」(101)2-11

｢古典あれこれプロスタグランジンーその1－」小川浩司

『JOHNS｣20(4)642549

｢内藤記念<すり博物館「鱒石」の袋の書付について（抄)」

後藤志朗、中村輝子、遠藤次郎、ヴォルフガング・ミ

ヒエル「日本医史学雑誌」"(1)130131

｢日本病院薬剤師会の歴史昭和50～55年の側面史から」

斎藤侑也「JournalofJapaneseSocietyofHospital

Pharmacists｣40(11)1397-1399

｢内藤記念〈すり博物館の創立から今日まで」篠田愛信「薬

史学雑誌139（2）265269

｢明治30年代の「売薬請売願・同約定書」の2つの資料に

ついて（抄)」杉本是孝「日本歯科医療管理学会雑誌」39

(1)75

｢薬祖神と各地の薬まつり」鈴木五郎「斯文」(112)126-

134

｢薬剤師は科学者である－科学を築いた薬剤師又は薬局助

手」永井恒司「薬斉l1学j64(1)27-28

「日本の売薬(1)小児五宿薬」中村輝子、遠藤次郎、田村

一至「薬史学雑誌」39（2）343-349

｢内藤記念<すり博物館蔵｢浅田宗伯の薬箱」について(抄)」

中村輝子、遠藤次郎、ヴォルフガング・ミヒェル「日本

医史学雑誌」50(1)50-51

｢明治30年代の「売薬請売願・同約定書」に関する2つの
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58蘭学史

｢蘭学と漢方医学」秋葉哲生「慶應医学』81(1)61-62
山
園
ぬ



｢日本の蘭学受容の歴史を具象化する一冊のオランダ語外科

書」石田純郎「医證」(98)1-3

｢シーボルトが作成したデータペーパー（標本整理紙）につ

いて」加藤僖重、和田浩志「鳴滝紀要』(14)1-12

｢整形外科と蘭学華岡青洲と整骨術」川嶌眞人「臨床整形

外科」39(1)7677

｢整形外科と蘭学星野木骨と整骨医」川嶌眞人「臨床整形

外科」39（5）692-693

｢整形外科と蘭学（9）各務木骨と整骨医」川嶌眞人「臨

床整形外科」39（7）954-956

｢整形外科と蘭学(10)奥田万里と木骨」川嶌眞人「臨床整

形外科」39(10)13361338

｢緒方洪庵と大坂の蘭学事情」築山桂「北陸医史」25(1)

42-45

Ｃ
困
の 「リハビリテーション医学」41(1)11-16

｢医療技術職の専門分化過程における職業意識の考察一精神

科作業療法に関わる職種の事例一」柳田純子『東京情報

大学研究論集』7(2)105113

｢医療技術職の專門分化過程における職業意識の考察（二）

－精神科作業療法従事者の専門分化と職業倫理一」柳田

純子「東京情報大学研究論集』8(1)4557

｢精神科作業療法職の専門分化過程の考察（一）－昭和四○

年の資格化に伴う職務への影響（抄)」柳田純子「日本医

史学雑誌」50(1)8687
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60検査

｢肺機能検査法いろは喘息研究から見た歴史的変遷(6)」

石井彰「アレルギー・免疫』11(9)1242-1247

｢わが国の乳がん検診の歴史と展望わが国の乳癌検診の歴

史（抄)」泉雄勝「日本乳癌検診学会誌」13(3)364

｢日本における胃カメラ開発の諸条件とオリジナリティー

医史学的視点からの試論（抄)」梅谷薫「Progressof

DigestiveEndoscopy(消化器内視鏡の進歩)｣65(1)86

｢わが国の乳がん検診の歴史と展望マンモグラフィを原則

とした新たな乳がん検診指針（抄)」大内憲明「日本乳癌

検診学会誌」13(3)365

｢肺機能検査法いろは喘息研究から見た歴史的変遷(1)-

柁
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朴
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特
、

59リハビリテーション関係史

｢我が国におけるリハビリテーション医療の歴史的展開とそ

の課題」加賀谷一「医学史研究」(85)11-19

｢【加圧筋力トレーニングのリハビリテーションへの応用】

加圧筋力トレーニングへの歴史と最近の動向」佐藤義昭

『臨床スポーツ医学』21(3)2W-213

｢リハビリテーション医学、医療のこれからの新しい視点

これまでの40年の学会活動をふり返って」祖父江逸郎



(2)」可部順三郎「アレルギー・免疫jll(4，5)536-

542,688693

｢肺機能検査法いろは喘息研究から見た歴史的変遷(7)」

河井誠、滝澤始「アレルギー・免疫」11(10)1362-1365

｢【ドーピング・スポーツ薬物検査】ドーピングの歴史とア

ンチ・ドーピング国際ネットワーク」河野一郎「臨床検

査』48（7）733-739

｢肺機能検査法いろは喘息研究から見た歴史的変遷(5)」

幸山正「アレルギー・免疫」11(8)1118-1124

｢肺機能検査法いろは喘息研究から見た歴史的変遷(4)」

坂本芳雄「アレルギー・免疫」11(7)984-991

｢肺機能検査法いろは喘息研究から見た歴史的変遷(3)」

滝澤始、可部順三郎「アレルギー・免疫」11(6)835-

別3

｢【血糖自己測定(SMBG)限界から可能性へMaster

LecturelSMBGの歴史過去から現代迄の血糖自己測定

器、穿刺器具一覧」鶴岡明「糖尿病診療マスター』2（2）

138144

｢コロトコフの聴診による血圧測定の発見（抄)」藤倉一郎

「日本医史学雑誌j50(1)44-45

｢ニコライ・コロトコフー聴診による血圧測定の発見」藤倉

一郎『日本医史学雑誌j50(3)391-403

｢蛍光イメージング革命蛍光顕微鏡の今昔先生」宮脇敦史

「細胞工学j23(6)6%-7"

｢わが国の乳がん検診の歴史と展望乳がん検診の精度管理

における精中委の役割の歴史と展望（抄)」森本忠興「日

本乳癌検診学会誌」13(3)366

61その他

｢解剖学者がみたミケランジェロの彫刻木彫十字架像右

胸部の創は何を意味するか？」篠原治道「最新医学」59

(5)1084-1087

｢長崎奉行所判決記録に見る江戸時代の酒乱と酒狂（抄)」

田中輝好「アデイクシヨンと家族」20(4)462

｢｢心のノート」と日本の臨床心理学の歴史」山岸竜治「臨

床心理学研究」42(1)59.68
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62中国語文献

｢｢傷寒論』日本内閣本与中国北図本互勘研究」銭超塵・梁

永宣「中華医史雑誌」34(1)3-9

｢明末「以人補人」用薬風気興衰的研究」甑雪燕「中華医史

雑誌」34(1)1015

｢中薬三七在明代得以伝播的歴史条件」章靜・方曉陽「中華

医史雑誌」34(1)1620

｢｢黄帝内経』対医学心理学的論述」楊利民『中華医史雑誌」

34(1)21-26
晶
函
の



｢李時珍対人体生命的認識」張其成「中華医史雑誌』34(1)

27-30

｢嘉惠森和博済医院」劉澤生・劉澤恩「中華医史雑誌』34

(1)31-36

｢徐謙光生平及「推享三字経』簡介」葛媚非・賀靜華「中華

医史雑誌」34(1)53

｢論章次公「薬物学｣」叶新苗・唐雲『中華医史雑誌」34（1）

37-39

｢｢嘉祐本草」増引的「唐本」考察」虞舜「中華医史雑誌」

34(1)40-42

｢従交感鍵切除術簡史看外科微創化難辛歴程」劉彦国・王俊

「中華医史雑誌」34(1)4345

｢陸淋南昌紀病詩考」叶明花『中華医史雑誌j34(1)4648

｢中華医学会医業保障委員会的建立与影響」張斌「中華医史

雑誌』34(1)49-53

｢近5年来中国的医学史研究」朱建平「中華医史雑誌」34

(1)54-59

｢｢古代中医婦産科疾病史」評介」鄭金生「中華医史雑誌』

34(1)60-62

｢施今呈祖籍尋院」蒲天水「中華医史雑誌」34(1)20

｢近30年来新出現的主要伝染病」杜延英・都清華「中華医

史雑誌」34(1)26

｢香港最早的華人医院」「中華医史雑誌」34(1)36

｢医療管理之父」「中華医史雑誌」34(1)36

｢孟河医家新探」VolkerScheid･樛衛群「中華医史雑誌』

34（2）67-73

｢銭塘医派述要」竹劒平・張承烈等「中華医史雑誌』34（2）

74-78

｢近代中医防治白喉病史略」余永燕「中華医史雑誌」34（2）

79-82

｢原発性甑固醗増多症診療簡史」李振華・孔垂澤等「中華

医史雑誌」34（2）83-88

｢試論「菅子』的哲学思想対祖国医学的影響」飽曉東「中華

医史雑誌」34（2）89-92

｢気候因素対中医学形成和発展的影響」王侃・秦森「中華医

史雑誌」34（2）93-妬

｢蒙医伊希巴拉珠爾及「甘露四部｣」蘇日雅「中華医史雑誌」

34（2）97-98

｢日本近代医療団体同仁会」丁蕾「中華医史雑誌」34（2）

99-103

｢北京中医学社対北京中医発展的影響」董澤宏「中華医史雑

誌」34(2)104-107

｢情以前「婦人良方j版本考略」劉洋「中華医史雑誌』34

(2)108-lll

｢秋石研究進展」高志強・張美倫「中華医史雑誌」34（2）

112-ll6
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ﾄ

｢清末民初山西省主要教会医院簡介」李建華・那宏洋等

「中華医史雑誌』34(2)117-121

｢『点石齋書報」記載的中国近代剖腹産手術」王革・郁紹根

「中華医史雑誌』34(2)122-124

｢蕊景峰「藏医学通史」評介」朱建平「中華医史雑誌」34

(2)125127

｢中医第一部防治鼠疫的專著一「治鼠疫法｣」呉文渭「中華

医史雑誌』34（2）82

｢｢医学統宗』中的明代医学試題」哀沐『中華医史雑誌』34

（2）88

｢｢素問」釈義」白興華「中華医史雑誌」34(2)127

｢用温度計測量体温的首創者」「中華医史雑誌』34（2）92

｢応該重視医史学研究的基本功練習」張志斌「中華医史雑誌』

34(3)131-133

｢中華蘇維挨共和国伝染病防治工作的経験」唐国平「中華医

史雑誌」34(3)134-137

｢20世紀30年代江蘇北部黒熱病流行及防治初探」王鶴亭

『中華医史雑誌」34(3)138-142

｢近代名医祝味菊史実訪査記」農漢才『中華医史雑誌』34

(3)143-147

｢｢鶏峰普済方」作者考辨」張宗棟・張酵「中華医史雑誌』

34(3)148-152

｢経絡的内酒与神経的聯系」朱兵『中華医史雑誌」34（3）

153-157

｢辨証論治発展史略」葛秀梅・胡欣『中華医史雑誌」34（3）

158161

｢著名蒙医薬学家占布拉道爾吉生平新考」宝音図・趙百歳等

「中華医史雑誌」34(3)162-165

｢乳腺癌外科手術発展史」高金波・史斐嘉「中華医史雑誌」

34(3)166-169

｢牙種植体一骨組織界面理論的演変」周彬・曹穎光等「中華

医史雑誌」34(3)170172

｢朱端章及其衛生家宝系列方書略考」李昆・王霞「中華医史

雑誌」34(3)173-175

｢細胞周期及其周期調控研究的発展簡史」楊兆穎・李金梁

「中華医史雑誌』34(3)176179

｢｢黄帝内経素問』的訳介及在西方的伝播」藍鳳利『中華医

史雑誌」34(3)180183

｢清末金徳鑿与日本岡田篁所的学術交流」梁永宣「中華医史

雑誌」34(3)184-186

｢命樋「廃医論」及其思想根源分析」郁先中「中華医史雑

誌」34(3)187-190

｢簡評「清代江南的癌疫与社会一一項社会治療史的研究｣」

趙献海「中華医史雑誌j34(3)191-封3

｢刮ﾘ沙法探源」明嵐「中華医史雑誌』34(3)152

｢｢同仁堂薬目」和清末薬騨的官司」黄患・黄涛「中華医史

I
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雑誌』34(3)169

｢関干元軍囲沐的疫史年代」李文波「中華医史雑誌』34（3）

l帥

｢｢世界防治結核病日」及其宣伝主題」「中華医史雑誌』34

(3)172

｢蓋伊学派及其代表人物」「中華医史雑誌」34(3)175

｢人工全静脈営養孕育的第一人」「中華医史雑誌』34（4）

245

｢｢海外新発現「永楽大典」17巻」医薬文献初探」張如青

『中華医史雑誌」34（4）195-198

｢宋元以前「痛風」及其相関中西病症比較」張玉洋・肖梅華

「中華医史雑誌」34(4)199-204

｢清代「第一医官」劉裕鐸」馬紅治「中華医史雑誌』34（4）

2052的

｢古病名「讓」之沿革」楊金拝「中華医史雑誌」34（4）

210-213

｢不森病名考略」孫洪生・厳季澗「中華医史雑誌」34（4）

214-217

｢台湾中薬商保留薬名漢代中原古音」張賢哲・察貴花『中華

医史雑誌」34(4)218220

｢倫敦会伝教士馬根済簡論」李穎『中華医史雑誌」34（4）

221-224

｢臨床流行病学及循証医学的先駆者薩克特」張鳴明・李靜

「中華医史雑誌」34（4）225228

｢痒聰病源流考析」趙艶「中華医史雑誌」34(4)229232

｢藏府辨証学説与道教」楊雪梅『中華医史雑誌』34（4）

233-237

｢戦国楚簡「性情論j医学内容探討」高続秋・孫文鐘「中華

医史雑誌』34(4)238-241

｢王吉民年表」請恵英「中華医史雑誌」34（4）242-245

｢畭尋古希臘医聖」馬伯英「中華医史雑誌」34（4）246249

｢簡評朱建平著「中国医学史研究｣」謝海洲「中華医史雑誌』

34(4)250251

｢第七届全国中医薬文献学術研討会紀要」劉玉璋「中華医

史雑誌」34（4）252-253

｢南北「橘井」考」王鳳林「中華医史雑誌」34（4）220

｢｢属針砥石」考」李書田「中華医史雑誌」34（4）228

｢｢五十二病方」訶彙二題」張正霞「中華医史雑誌」34（4）

251

｢宋代医家李樫生平小考」張如安「中華医史雑誌」34（4）

253
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PhilanthropiclnitiativeintheFightAgainstLeprosy,

1901-1932:So.Hist.Med.:17(3)409-421

BRIMNES,Niels:Variolation,VaccinationandPopular

ResistanCeinEarlyColonialSouthlndia:Medical

History:48(2)199-228

BROWN,KennethD.:SmokinginNorthernlreland:A

CaseStudyinLocalHealthEducation,1950-1973:So.

Hist.Med.:17(2)285-299

CAREY,HilaryM.:AstrologicalMedicineandthe

MedievalEnglishFoldedAImanac:So.Hist・Med.:17(3)

345-363

CHANG,Ku-ming(Kevin):MotusTonicus:GeorgEmst

Stahl'sFormulationofTonicMotionandEarlyModem

MedicalThought:Bull.HiSt・Med.:78(4)767-803

CLARK,Ann:CompliancewithlnfantSmallpox

VaccinationLegislationinNineteenth-centuryRural

England:Hollingbourne,1876-88:So.Hist.Med.:17(2)

175-198

CODY.LisaForman:LivingandDyinginGeorgian

London'sLying-InHospitals:Bull・Hist.Med.:78(2)

309-348

64欧文文献

AMRITH,Sunil:InSearchofa@MagicBullet'for

Tuberculosis:SouthlndiaandBeyond,1955-1965:So.

Hist.Med.:17(1)113-130

APPEL，JacobM.:ADutytoKill？ADutytoDie？

RethinkingtheEuthanasiaControversyofl906:Bull.

Hist・Med.:78(3)610-634

BAKER,Patricia:RomanMedicallnstruments:

ArchaeologicallnterpretationsofTheirPossible'Non-

functional!Uses:So.Hist.Med.:17(1)3-21

BECKETT,Chris:FortheRecord:TheFrancisCrick

ArchiveattheWellcomeLibrary:MedicalHistory:48

（2）245-260

BEIER,LucindaMccray:ExpertiseandControl:

ChildbearinginThreeTwentieth-CenturyWorking-

ClassLancashireCommunities:Bull.Hist.Med.:78(2)

379-409

BENEDEK,ThomasG.:TheHistoryofGoldTherapyfor

TuberCulosis:J・Hist.Med.AlliedSci.:59(1)50-89

BERNABEU-MESTRE,J./BALLESTER-ARTIGUES,

T.:DiseseasaMetaphoricalResource:TheFontilles
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COLGROVE,James:BetweenPersuasionand

Compulsion:SmallpoxControlillBrooklynandNew

York,1894-1902:Bull・Hist・Med.:78(2)349-378

COOTER,Roger:TheRiseandDeclineoftheMedical

Member:DoctorsandParliamentinEdwardianand

InterwarBritain:Bull.Hist.Med.:78(1)59-107

CROSLAND,Maurice:TheOfficiersdeSanteofthe

FrenchRevolution:ACaseStudyintheChanging

LanguageofMedicine:MedicalHistory:48(2)229-244

CULE,John:MedicalHistoryfortheMedical

Student:Vesalius:10(2)52-54

CURTIS,StephanM.:NutritionandScarletFever

MortalityduringtheEpidemicsofl860-90:The

SundsvallRegion:So.Hist・Med.:17(2)199‐221

DAVENPORT,HoraceW.:PavIov'sPhysiologyFactory;

APhysiologistasEntrepreneurAnEssayReview:J.

Hist.Med.AlliedSci.:59(2)273-289

DRACOBLY,Alex:TheoreticalChangeandTherapeutic

InnovationintheTreatmentofSyphilisinMid-

Nineteenth-CenturyFrance:J.Hist.Med.AlliedSci.:59

（4）522-554

EMED,Alexander:LeopoldSchenk(1840J"2):Vesalius:10

(1)37

EMERSON,Rogel･L.:TheFoundingoftheEdinburgh

MedicalSchool:J.Hist.Med.AlliedSci.:59(2)183-218

FRENCH,M./PHILLIPS,J.:WindowsandBarriersin

Policy-making:FoodPoisoninginBritain,1945-56:So.

Hist.Med.:17(2)269-284

GODDEN,J./HELMSTADTER,C.:Woman'sMissionand

ProfessionalKnowledge:NightingaleNursingin

ColonialAustraliaandCanada:So・Hist.Med.:17(2)

157-174

GOODEY,C.F.:｡&FoolishnesJinEarlyModernMedicine

andtheConceptoflntellectualDisability:Medical

History:48(3)289-310

GOODHEART,LawrenceB.:RethinkingMental

Retardation:EducationandEugenicsinConnecticut,

1818-1917:J.Hist.Med.AlliedSci.:59(1)90-lll

GORSKY,Martin:!ThresholdofaNewEra':The

DevelopmentofanlntegratedHospitalSystemin

NortheastScotland,1900-39:So.Hist.Med.:17(2)247-

267

（
君
寓
）
巾
ｍ
雛
抑
囹
鰈
柁
澤
朴
田
幽
骨
、



L

GREENE,JeremyA.:Therapeuticlnfidelities:

'Noncompliance'EnterstheMedicalLiterature.1955-

1975:So.Hist.Med:17(3)327-343

GRYGLEWSKI,RichardW.:RafaelJosephCzerwiakowski-

thefatherofPolishsurgery:Vesalius:10(1)35-36

GUERRINI,Anita:AnatomistsandEntrepreneursin

EarlyEighteenth-CenturyLondon:J.Hist.Med.Allied

Sci.:59(2)219-239

HACKETT,Paul:AvertingDisaster:TheHudson'sBay

CompanyandSmallpoxinWesternCanadaduringthe

LateEighteenthandEarlyNineteenthCenturies:Bull.

Hist.Med.:78(3)575-609

HAHNER-ROMBACH,Sylvelyn:Hospitalization:A

ContentiouslssueforPatientsandHealthFundsin

Baden,1893-1914:MedicalHistory:48(3)329-350

HANSENBert:MedicalHistoryfortheMasses:How

AmericanComicBooksCelebratedHeroesofMedicine

inthel940s:Bull.Hist.Med.:78(l)148-191

HARRIS,Bernard:PublicHealth,Nutrition,andthe

DeclineofMortality:TheMcKeownThesis

Revisited:So.Hist.Med.:17(3)379-407

HAYWARD,Rhodri:Demonology,Neurology,and

MedicineinEdwardianBritain:Bull.Hist.Med.:78(1)

37-58

HILLOOWALA,Rumy:LeonardodaVinci,Visual

PerspectiveandtheCrystallineSphere(lens):Ifonly

LeonardohadhadaFreezer:Vesalius:10(1)10-15

HUGHES,David:JustaBreathofFreshAirinan

lndustrialLanscape？ThePrestonOpenAirSchoolin

1926:ASChoolMedicalServicelnsight:So.HiSt.

Med.:17(3)443-461

HURREN,ElizabethT.:APauperDead-House:The

ExpansionoftheCambridgeAnatomicalTeaching

Schoolunderthelate-VictorianPoorLaw,1870-

1914:MedicalHistory:48(1)69-94

1SEPPONI,0./HUWILER,V./BOSCHUNG,U.:Theodor

Kocher'sSurgicalandClinicalCasePresentations:Bull.

Hist.Med.:78(1)192-194

JONES,E./WOOLVEN,R./DURODIE,B./WESSELY,

S.:CivilianMoraleDuringtheSecondWorldWar:

ResponsestoAirRaidsRe-examined:So.Hist.Med.:17

（3）463-479

（
宕
呂
）
巾
め
鰕
郷
囹
鰕
縮
澤
朴
田
幽
特
、

ｍ
め
い



》
め
い

JURDJEVIC,M/TILLMAN,C.:E.C.NobleanJunel921,

andHisAccountoftheDiscoveryoflnsulin:Bull.Hist.

Med.:78(4)864-875

KAZANJIANPowel:ChanginglntereStamong

PhysicianstowardPneumococcalVaccinationthrough-

outtheTwentiethCentury:JHist.Med・AlliedSci.:59

（4）555-587

KINGSTON,William:StreptomyCin.Schatzv.Waksman,

andtheBalanceofCreditforDiscovery:J.HIst.Med.

AlliedSci.:59(3)441-462

KLESTINEC,Cynthia:AHistoryofAnatomyTheatersin

Sixteenth-CenturyPadua:J.HiSt.Med.AlliedSci.:59(3)

375-412

KNOEFF,Rina:TheReinsoftheSoul:TheCentralityof

thelntercostalNervestotheNeurologyofThomas

WillisandtoSamuelParker'sTheology:J.Hist.Med.

AlliedSci.:59(3)413-440

KOPPERMAN,PaulE.;"VeneratetheLancet":Benjamin

Rush'sYellowFeverTherapyinContext:Bull.Hist.

Med.:78(3)539-574

KROKER,Kenton:EpidemicEncephalitisandAmerican

Neurology,1919-1940:Bull・Hist.Med.:78(1)108-147

KRUEGER,Gretchen:DeathBeNotProud:Children,

Families,andCancerinPostwarAmerica:Bull・Hist.

Med.:78(4)836-863

KUSHNER,H.I./TURNER,C.L./BASTIAN,J.F./BURNS,

J.C.:TheNarrativesofKawasakiDisease:Bull.Hist.

Med.:78(2)410-439

LAWRENSON,Ross:MedicalPracticeinNewZealand

l769.1860:Vesalius:10(l)4-9

LEEMING,William:TheEarlyHiStoryofMedical

GeneticsinCanada:So.Hist.Med.:17(3)481-500

LEON,SharonM.:､｡HopelesslyEntangledinNordicPre-

supposition3:CatholicParticipationintheAmerican

EugenicsSocietyinthel920s:J.Hist.Med.Allied

Sci.:59(1)3-49

LERNER,BarronH.:BeyondlnformedConsent:Did

CancerPatientsChallengeTheirPhysiciansinthe

Post-WorldWarllEra?:J.Hist.Med.AlliedSci.:59(4)

507-521

LEVENE,A./POWELL,M./STEWART,J.:Patternsof

MunicipalHealthExpenditureinlnterwarEngland

（
舌
寓
）
叩
の
鰕
抑
囹
鰕
槌
淳
朴
叡
幽
骨
、



I

andWales:Bull.Hist.Med.:78(3)635-669

LORD,AlexandraM.:@NaturallyCleanandWholesome':

Women,SexEducaion,andtheUnitedStatesPublic

HealthService,1918-1928:So.Hist.Med.:17(3)423-441

LOW-BEER,D/SMALLMAN-RAYNOR,M./CLIFF,

A.:DiseaseandDeathintheSouthAfricanWar:

ChangingDiseasePatternsfromSoldiersto

Refugees:So.Hist.Med.:17(2)223-245

MACGREGOR,JD.:DiseaseinAfrica:aMedical

Perspectivefromthel950s:Vesalius:10(2)67-73

MADDEN.Deborah:ContemporaryReactiontoJohn

Wesley'sPrimitivePhysic:Or､heCaseofDr.William

HawesExamined:So.Hist.Med.:17(3)365-378

MAEHLE,Andreas-Holger:"ReceptiveSubstances'':John

NewportLangley(1852-1925)andHisPathtoa

ReceptorTheoryofDrugAction:MedicalHistory:48

(2)153-174

MALLECK,DanielJ.:ProfessionalismandtheBoundaries

ofControl:Pharmacists・PhysiciansandDangerous

SubstancesinCanada,1840-1908:MedicalHistory:48(2)

175-198

MATSUMURA,Janice:StatePropagandaandMental

Disorders:ThelssueofPsychiatricCasualtiesamong

JapaneseSoldiersduringtheAsia-PacificWar:Bull.

Hist.Med.:78(4)804-835

MENENTEAU,Sandra:ExamensMedicauxPost-

Mortem:lespratiquesdel'autopsiescientifiqueetde

l'autopsiemedico-legale,auxXIXemesiecle,en

France:VeSalius:10(l)25-34

MOLD,Alex:The!BritishSystem'ofHeroinAddiction

TreatmentandtheOpeningofDrugDependence

Units,1965-1970:So.Hist.Med:17(3)501-517

MORTIMER,Ian:DiocesanLicensingandMedical

PractitionersinSouth-WestEngland,1660-

1780:MedicalHistory:48(1)49-68

PEUMERY,JeanJ.:GeorgesDieulafoy(1839-1911)et

l.enseignementdelamedecineaParisalacharniere

duSecondEmpireetdelallleRepublique:Vesalius:10

（2）74-77

PLANCHON・Claude:LeFabuleuxDestinduDocteur

Veron:Vesalius:10(1)20-24

RIAUD,Xavier:LeserviCedentairedeliarmeeameri-

お
ｇ
ご
巾
の
鰕
蜘
囹
轆
槌
澤
朴
田
幽
特
、

い
め
ぬ



ChronicDiseaseEpidemiology,andMedicine,1948-

1964:J.Hist.Med.AlliedSci.:59(3)329-374

TAYLOR,Kim:DivergentlnterestsandCultivated

Misunderstandings:ThelnfluenceoftheWeston

ModernChineseMedicine:So.Hist・Med.:17(1)93-lll

WADDINGTON,Keir:ToStampOut"SoTerriblea

Malady'':BovineTuberculosisandTuberculinTesting

inBritain,1890-1939:MedicalHistory:48(l)29-48

WILDE,Sally:SeeOne,DoOne,ModifyOne:Prostate

Surgeryinthel930s:MedicalHistory:48(3)351-366

WITTMANN,Emily:Towhatextentwereideasand

beliefsabouteugenicsheldinNaziGermanysharedin

BritainandtheUnitedStatespriortotheSecond

WorldWar?:VesaliuS:10(1)16-19

WOODS,Abigail:TheConstructionofanAnimalPlague:

FootandMouthDiseaseinNineteenth-century

Britain:So.Hist.Med.:17(1)23-39

WORBOYS,Michael:UnsexingGonorrhoea:Bacteriologists,

Gynaecologists,andSuffragistsinBritain,1860-1920:So.

Hist・Med.:17(1)41-59

ZUCKERMAN,Arnold:PlagueandContagionismin

cainependantlaSecondeGuerreMondiale:Vesalius:10

（2）78-82

SALLARES､R./BOUWMAN,A./ANDERUNG,C.:The

SpreadofMalariatoSouthernEuropeinAntiquity:

NewApproachestoOldProblems:MedicalHistory:48

(3)311-328

SILBEY,David:BodiesandCulturesCollide:EnliStment,

theMedicalExam,andtheBritishWorkingClass,

1914-1916:So.Hist・Med.:17(1)61-76

SILVER,C.P.:Renkioi:AForgottenCrimeanWar

HospitalanditsSignificance:Vesalius:10(2)55-60

SINGY,Patrick:HistoryofMasturbation:AnEssay

Review:J.Hist.Med.AlliedSci.:59(1)112-121

SIRAISI,NancyG.:MedicineandtheRenaissanceWorld

ofLearningBull.Hist.Med.:78(1)1-36

SMITH．D.F./BUFTON,M.W.:ACaseofParturiunt

Montes,NasceturRidiculusMus？TheBMANutrition

Committeel947-1950andthePoliticalDisengagement

ofNutritionScience:J.Hist.Med.AlliedSci.:59(2)240-

272

TALLEY,C./KUSHNER,H.I./STERK,C.E.:LungCancer,

や
め
ぬ

お
ｇ
ご
叩
②
鰕
抑
囹
嫉
槌
澤
朴
母
幽
骨
、



Eighteenth-CenturyEngland:TheRoleofRichard

Mead:Bull.Hist.Med.:78(2)273-308

ZURLINI,Fabiola:ThephysicianRomoloSpezioli(1642-

1723)andhisprivatelibraryinthePublicLibraryof

Fermo:Vesalius:10(2)61-66

ZYLBERMAN,Patrick:FewerParallelsthanAntitheses:

ReneSandandAndrijaStamparonSocialMedicine,

1919.1955:So.Hist.Med.:17(1)77-92

ZYLBERMAN,Patrick:MakingFoodSafetyanlssue:

InternationalizedFoodPoliticsandFrenchPublic

Healthfromthel870stothePresent:MedicalHistory:48

(1)1-28

’

（
君
寓
）
叩
ｍ
嫉
鞄
囹
轆
柁
鐸
朴
母
幽
特
、

卜
め
い


